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教養を芝かめ楽しく生活できる平和な町にいだしましよう。(今金町民憲章〕



品日

第
四
回
舎
金
町
議
会
定
例
会

ガ
十
二
月
二
十
二
日
二
十
三
日

の
両
日
巳
わ
定
り
関
か
れ
、
一

般
質
問
が
あ
っ
だ
他
、
町
条
例
、

補
正
予
算
等
十
一
件
ガ
、
陳
情
、

請
願
等
五
件
が
そ
れ
ぞ
れ
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
-
と
お
り

可
決
等
が
芯
さ
れ
ま
し
定
。

-
今
金
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ

い
て医

師
の
給
料
相
は
、
町
長
が
別
に
定

め
る
a

同
一
取
の
た
だ
し
出
き
が
加
え

ら
れ
ま
し
た
。

富
町
道
路
線
の
廃
止
技
び
に

認
定
に
つ
い
て

理
想
郷
を
目
指
し
て 道

路
台
恨
の
艶
備
に
伴
い
廃
止
、

認
定
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
a

認
定

路
組

m本
、
延
長
淵
J
醐
灯
で
す
。

-
損
害
保
障
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

昭
和
四
十
四
年
世
通
河
川
下
ハ
カ
イ

7
y

フ
川
町
道
移
告
に
伴
い
今
金
町

平
内
川
、
川
村
安
太
郎
氏
所
有
の

つ
ぶ

れ
地
に
対
す
る
知
書
賠
償
額
八
十
四
万

八
千
八
百
六
十
六
円
の
机
害
賠
償
を
す

る
も
の
で
す
。

-
道
営
土
地
改
良
施
設
の
維

持
管
理
に
つ
い
て

昨年完成 Ltこ町葬場 「やすらぎ荘」は 4円l目か3匂f聖周す留
こと となりました。

青
年
の
夢
・
・
・
・
・
・
今
金
の
未
来
像

今
金
町
背
年
会
議
は
、

一
月
十
四
日

町
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
十
回
目

を
開
催
、

同H
年
が
常
日
頃
そ
れ
ぞ
れ
の

職
業
的
な
か
で
、

mH
年
活
動
を
と
お
し

て

「今
金
町
を
と
う
す
る
か

し

を
考
え
明
る
く
盟
か
な
町
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
、
未
来
像
を
捕
さ
構

想
を
樹
立
、
学
習
と
実
践
活
動
を
取
り

組

み

、

版

業

林

業

商

工

婦

人

背
少
年
四

H
-背
少
年
今
背
協
の
六
部

会
が
設
け
ら
れ
助
言
者
と
し
て
、
町

長
、
談
会
議
長
総
務
常
任
委
貝
長
、

産
業
常
任
委
只
長
、
建
設
計
任
委
只
長
、

教
育
委
只
会
委
只
長
、
内
同
協
組
合
長
、

脱
喋
改
良
普
且
所
主
任
、

林
業
指
導
事

務
所
長
商
工
会
指
導
只
社
会
教
育

委
只
会
副
委
只
長
教
育
委
貝
会
社

会
教
育
課
長
等
、
十
一
一
名
が
出
席
、
竹

年
会
議
貝
四
十
名
が
参
加
、
部
会
ご
と

に
そ
れ
ぞ
れ
が
懇
談
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

マ
牒
業
部
会
で
は
、
民
業
の
所
得
減
に

よ
っ
て
、
商
工
業
者
に
あ
た
え
る
影
響

が
大
き
い
こ
と
。
自
分
の
弘
子
に
は
嫁

が
ほ
し
い
が
映
は
民
家
に
践
に
や
り
た

く
な
い
こ
と
。
補
助
金
が
ら
み
の
設
備

金
又
地
区
一
般
牒
道
二
千
五
百
三
十

山
道
有
財
産
を
町
が
絞
り
受
け
て
維
持

管
理
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
す
。

-
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

今
金
町
字
今
金

阿
知
波
公
子
氏
(
五
十
三
歳
)

吉
田
正
恒
氏
(
六
十
五
歳
)
が

そ
れ
ぞ
れ
任
命
さ
れ
た
も
の
で
す
。

-
昭
和
五
十
七
年
度
今
金
町

一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
六
、

七
回ち)
に
つ
い
て

歳
入
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
は
、
町

民
税
、
た
ば
こ
消
費
税
、
屯
気
税
等
で

八
百
九
十
九
万
二
千
円
円
相
と
な
り

地
方
交
付
税
が
二
千
四
百
五
十
五
万
九

千
問
が
地
と
な
り
ま
し
た
が
国
印
補
助

金
に
お
い
て
、
二
千
七
百
五
十
五
万
一
一

千
円
が
減
と
な
り
総
体
で
は
、
六
百

十
八
万
三
千
円
円
減
と
な
っ
た
も
の
で

す
。歳

出
に
つ
い
て
の
主
な
も
の
は
、
冷

忠
に
よ
る
被
害
牒
業
者
に
対
す
る
世
良

資
金
融
通
に
伴
う
利
子
補
給
賀
補
助
金

一
千
一
百
八
十
万
九
千
円
が
追
加
、
肉

用
牛
経
山
首
効
率
改
普
実
践
卒
業
補
助
金

六
百
三
十
九
万
五
千
同
が
追
加
に
な
る

な
ど
盟
国
組
道
路
改
良
工
事
件
が
二

千
三
十
六
万
円
が
減
、
八
束
橋
架
換
工

事
が

一
千
四
百
五
十
七
万
円
が
械
に
な

る
等
、
総
体
で
は
、
六
百
十
八
万
三
千

円
円
減
額
と
な
っ
た
も
円
で
す
。

懇談会

投
資
に
は
矛
盾
が
多
い
こ
と
の
現
状
で

あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
た
他
、
今
後
と

し
て
、
今
金
に
あ
っ
た
作
物
の
品
師
選

定
し
無
理
の
な
い
出
向
悼
を
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
。
町
、
脱
協
改
良
区
な
ど

の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
削
分
仰
を
明
確
に
す

べ
き
で
あ
る
こ
と
。
商
工
と
民
業
者
相

互
の
理
解
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
a

な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

マ
林
業
部
会
で
は
、
産
業
経
済
か
ら
見

た
、
林
業
栓
世
は
低
〈
、
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
股
業
が
安
定
な
く
し
て
良
く

は
な
ら
な
い
こ
と
。
町
政
に
は
林
業
政

策
の
ポ
イ
ン
ト
が
は

っ
き
り
し
な
い
こ

と
。
民
協
は
生
産
指
導
に
カ
を
入
札
商

業
を
や
る
べ
き
で
主
い
こ
と
。
今
金
特

産
口
川
町
開
発
、
イ
モ
正
中
工
場
内
誘
致

を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
.
地
元
に
町
莱

が
あ
る
の
に
他
町
村
か
ら
野
菜
を
nH
い

入
れ
先
っ
て
い
る
こ
と
。
木
工
芸
人
的

育
成
を
図
る
こ
と
。
観
光
施
設
の
控
備

の
必
要
性
主
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

マ
商
工
部
会
で
は
、
過
疎
対
策
と
し
て

地
場
資
加
を
利
用
し
た
産
業
内
育
成
を

図
る
こ
と
。
卒
業
実
施
に
あ
た

っ
て
は

公
営
企
業
で
ス
タ

l

民
出
企
業
に

移
行
的
形
を
と
る
こ
と
。
行
政
も
企
業

的
主
考
え
方
で
先
行
投
資
を
す
べ
き
で

あ
る
こ
と
。
耐
府
街
の
務
仰
と
し
て

企
業
診
断
に
基
づ
く
街
づ
く
リ
を
し
、

中
央
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
作
り
を
町
と
商

工
業
と
で
協
力
実
地
で
き
な
い
か
。

今
小
東
山
町
道
路
務
制
を
は
か
り
有

効
活
用
を
す
べ
き
だ
。
有
線
テ
レ
ビ
を

..て.将:;:'芯::~

.ヒ.滋f誌t.汗淀、":';"絞詩.ご号Jリる τ背T究業凶 E担控II稲綿てる I世ι 
主:$与 :U遁4こ邑':~t;n エこ成、は H 設祉人は述
"'~担主 f4圃岨圃圃{::~:~ とを iiJf J1~ クがセ部ど給行

} 11 l:!ttl.t・詫 シ 。兼修業ラ話ン会う 政I i，;h~.~i，:Æ.i ヨ 白ねのでブ迎夕でかコの

婦とふこれが円 /然た場あでと lは主?公・お施を交がるはな町、ど l間
百バ:i.. H'~ J企活流なに 、り挫 医がン放

" UJ.I・-薗iU}を用のし、も今ま設問I上ャ送
ノ、 1:¥¥111::岨E・涜 挫しま品こか金し 、のげノレ
メ4 、:~~0.烹型、や・rd 設たがとか町た強制ら放
手主主主~:~稔~:i 読 すそF 必 。 わ向 。 漉充れ送務
~tl !'ä.~ 幻・}l~~~.'.E'~.~ ヘ甘要後ら悲 学やたをを
有IJ ぷト験炉 きレで継ず幹 校老 。や嬰
~， H'V: 一旦L. ャ.'、白

30 コ~EHJ~[:η

町;;還さ
.;.誕.註忠世・正

記!;:j:j)~守、
.....-.. ----，..，~， 

.b. t:Y:~ ト-
aι!t:~ :-; 持軍~当

;下三}主張・1

-
昭
和
五
十
七
年
度
今
金
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
施

設
勘
定
補
正
予
算
(
第
二
号
)

に
つ
い
て

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
病
院
事
業
収

益
と
し
て
、
九
千
二
百
八
十
八
万
二
千

問
が
入
院
、
外
来
収
益
と
し
て
追
加
と

な
り
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
八
千
七
百

四
十
五
万
凶
千
円
が
追
加
と
な
り
、
こ

れ
は
、
薬
品
等
円
材
料
質
的
追
加
に
よ

る
も
の
で
し
た
.

-
昭
和
五
十
七
年
度
今
金
町

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
舗

正
予
算
(
第
三
号
)
に
つ
い
て

歳
入
に
つ
い
て
は
美
利
河
簡
易
水

道
卒
業
国
庫
補
助
金
一

一百
三
十
五
万
七

千
円
円
減
財
政
一
利
盤
基
金
繰
入
金
四

百
六
十
万
円
の
輔
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、

給
料
、
職
只
手
当
等
の
三
百
五
十
一
一万

四
千
円
が
減
と
な
っ
た
の
が
主
主
も
の

で
す
。恐ろしい覚せい剤

の追般にみなさん

のご協力をf
2月|日力、ら 2月28日まて'

薬物乱用防止強化月間です。

今金保健所

-....!.II・

電
(『寄

( 2 ) 

員普

実
益
を
兼
ね
た
ピ
1
ア
ー
ル

今
金
屯
報
電
話
局
か
ら
回
覧
板
を

昨
年
二
月
百
五
十
冊
今
回
十
二
月
更

に
、
百
冊
が
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ま
ち
が
い
泣
話
が
な
い
よ

っ
に
、
上
手
な
包
括
利
用
を
し
て
も
ら

う
こ
と
か
ら
、
「
も
っ

と
わ
か
り
あ
え
る

明
日
へ
U

の
キ
ヤ

y
チ
フ
レ
ー
ズ
を
も

と
に

P
R
作
戦
と
し
て
、
考
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

そ
し
て
、
皆
様
に
も
役
立
ち
、
一
石

一一
山
と
有
効
活
用
が
図
ら
れ
る
こ
と
か

ら
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
す
.

て
あ
る
こ
と
。
今
金
町
で
野
菜
市
場
を

聞
く
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

マ
同H
h
y
年
今
背
協
部
会
で
は
機
械
の

共
同
購
入
共
同
作
業
内
実
施
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

b
e
冬
季
に
お
け

る
勉
強
や
仕
事
、
情
報
交
換
町
場
が
な

い
こ
と
。
美
利
河
タ
ム
周
辺
町
整
備
計

画
に
つ
い
て
、
宿
泊
施
設
山
田
泉
利
用

的
リ
ハ
ヒ
リ
テ
ン
ョ
ン
施
設
を
つ
く

る
べ
き
で
な
い
か
が
上
げ
句
れ
ま
し
た
。

Mm
川
婦
人
会
で
は
、
十
二
月
十
一
日

河
川
生
活
館
に
お
い
て

三
十
年
の
あ

ゆ
み
を
記
念
し
、
式
典
が
催
さ
れ
ま
し

た

昭
和
-
一
十
七
年
か
ら
今
日
に
至
る
ま

で
の
功
皆
者
に
対
し
感
問
状
や
記
念

品
を
附
り
感
謝
の
芯
を
表
し
ま
し
た
。

Mm
川
婦
人
会
は
、
地
域
的
活
動
は
も

と
よ
り
、
交
通
安
全
に
協
力
、
今
金
町

内
産
業
ま
つ
り
に
参
加
す
る
な
ど
、
北

柑
山
町
婦
人
会
と
の
交
流
を
図

っ
た
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
村
神
か
ら
、
問
舟
凶
な

ど
で
、
老
人
と
の
語
り
合
い
、
ー
ふ
れ

あ
い
し等
、数
々
の
実
績
を
も
っ
て
お
り

ま
す
。

( 3 ) 



胸
は
練
場
守

昭
和
問
主
税
笠

児
年
生

マ
花
石
小
学
校
(
一
名
)

伊

藤

晃

子

(博

三
官
)

マ
中
里
小
学
校
(
三
名
)

小
野
久
見
千
(
多
津
夫
氏
主
)

皿
一
品
由
江

(
一
三

長
女
)

庁

限

殴

行

(普
明

げ証
明
)

マ
種
川
小
学
校
(
+
四
名
)

佐
々
木
直
美

(重

雄

長

女

)

早

坂

哨

(一

男

三
男
)

藤

合

単

志

(催

三
山
)

植
固
め
く
み
(
尤
一
長
男
)

金
湖
町
リ
子

(川
町
男

三
女
)

安

述

友

美

(敬

一

二

女
)

川

村

倣

矢

(

間

夫

一
一男
)

笹
判
由
美
子

(政

司

長

女

)

附

口

淳

也

(勝
弘

二
到
)

開

口

叫

芙

(良

一

二

女
)

小

岩

忍

(向
山
岨

三
立
)

即
日

一
己

(
民

的

民

列

)

村

上

前

(

正

芙

長

男

)

山
伊
藤
利
夫

(正

行

長

立

)

マ
八
東
小
学
校

(
固
名
)

河
端
朝
江
(
部
孝

三
女
)

糊

口

克

彦

(
忠
克

二
男
)

柑

津

千

駄

(枇

到

長

立

)

境
田
佳
宏
(
普
太

二
男
)

童

マ
金
原
小
学
枝
(
穴
名
)

日
置
真
由
美

(泰

正

長

立

)

岸

本

英

首

(実

二
世
)

新

白

血

U

(
判

倍

長

則

)

所
藤

U
で
み
(
秀

一

長
女
)

上
野
真
希
子
(
義
則
長
女
)

印
伊
藤
智
子

(
敬

一

長
女
)

マ
豊
田
小
学
校
(
二
名
)

南

川

和

夫

(凱

吾

民

女

)

山

本

草

山

(盟

二
見
)

マ
神
丘
小
学
校
(
+
固
名
)

平

野

淳

子

(俊

春

長

女

)

川
υ
我
引
隆
宏

(
正
道

二
男
)

小

松

主

弥

(

忠

雄

長

男

)

竹

内

愛

光

(
羊

長
男
}

中

地

守

(
征
夫

三
男
)

中
野

静

子

(貞

雄

二

女

)

油

家

広

光

(正
人

二
男
)

出

口

峨

(
市

長

女

)

山
本

一

江

(久

治

長

女

)

山

本

幸

理

(判
明
彦
長
女
)

白
岩
ま
ち
か

(
正
美

三
女
)

鈴
木

明

(

其

長

男

)

石

川

大

輔

(俊

典

長

到

)

吉

本

辰

也

(
仙
夫
長
山
内
)

マ
今
金
小
学
校
(
八
+
大
名
)

今

金

小

学

校

児

童

会

今
金
小
学
校
は
、
初
内
心
み
と
し
て
、

十
二
月
二
十
二

日
、
全
校
児
宜
六
百
十

八
名
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
や
カ
ノ
ポ
ジ
ア

何
千
山
述
に
対
し
、
お
金
五
万
円
と
鉛

位
二
百
五
十
本
等
の
数
々
の
ヰ
用
品
に

子
紙
を
そ
え
て
削

っ
た
も
円
で
す
.

ニ
的
動
機
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
向

こ
う
の
チ
供
述
が
食
物
や
泊
る
物
、
勉

強
道
具
に
も
図
っ
て
い
る
こ
と
を
知
リ

川
凡
虫
会
町
議
悩
と
な

っ
た
む
の
で
す
。

げ
品
川
し
合
い
が
も
た
れ
、
「
児
現
金
だ

よ
り
L

に
よ
り
.
十
二
月
一
日
か
ら
持

金
巡
動
が
は
じ
め
」
つ
札
、
十
二
月
二
十

臼
ま
で
続
け
ら
れ
た
む
町
て
す
。

こ
の
お
金
な
ど
は
、
役
場
制
祉
課
を

辿
ヒ
‘
日
本
ぷ
十
'
f
社
経
由
で
収
地
に

止
」つ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ー一一
お金や学用品をかぞ え る児童会委員

一一-..j.

伊
佐
野
了
子

(辰

夫

氏

女

)

水

野

村

尖

(末

古

良

女

)

八

崎

長

干

(

武

史

ニ

k
)

上

村

亮

(

義

雄

一
一到
)

坂

本

佳

子

(光

蝉

長

女

)

笹

本

古

干

(
俊

血

長

女

)

柴

田

陽

介

(

義

人

長

男

)

藤

合

義

昭

(光

義

長

男

)

松

川

淳

(勲

二
男
)

竹

内

亜

美

(

信

夫

二
女
)

内
域

U
ろ
み

(盟

霊

長

官

)

牒
品
川
英
純
子

(
誠
二
二
世
)

村
田
由
連
香
(
千
鶴
子
二
女
)

村

上

桁

也

(維

牧

民

男

)

山

凹

千

品

(雌
治

二
世
)

情
庭
野
松
英
(
功

-
一世
)

河

野

直

美

(
捻

長

女

)

久
保
田
尖
生

(

集

長

宜
)

佐

藤

強

(孝
子

三
男
)

安

保

友

香

(柏
崎

行

長

女
)

石

川

明

弘

(蹴

長
山
)

伊

藤

香

織

(光

贋

長

女

)

附

敏

則

(
寧
司

長

引

)

金

谷

修

道

(

誠

二

見
)

川

崎

嘉

之

(
正

英

長

男

)

加
藤
香
抽
出

(
宏
日

長
拘
}

久
世
保
甘
知
絵

(
正

恭

氏

女

)

湾

口

学

(

征

治

長

男

)

土

谷

俊

介

(

徹

長

山

)

福

地

忍

(邦

夫

長

女

)

松

本

礼

香

(昭

彦

長

女

)

波

辺

抗

之

(功

二
部
)

後

藤

あ

い

(昭
由

二
女
)

佐
々
木
和
宏

(敏

治

長

男

)

中
村
多
佳
子

(
治

長

女

)

本

回

線

(均

二

k
)

野

口

制

一
(
蛍
判

長
兇
)

小
林

司

(
章

司

長

男
)

白

川

志

乃

(
制

民

立

)

背

木

祐

介

(
集

長

川町
)

岡

本

百

恵

(

幸

吉

長

立

)

橘

梢

介

(立

雄

長

引

)

幅

一
俊

(俊

久

長

則

)

藤

村

大

間

(公

士

長

男

)

佐
久
川
緒
子

(優

一

二

女
)

南

陳

也

実

(道
雄

二
女
)

伊

藤

由

記

(

博

二

女

)

伊

藤

隆

裕

(
忠
雄
長
山
内
)

内
ヶ
山
奈
来

(幸
二

長
女
)

樋

口

綾

乃

(哲

兇

長

女

)

官

服

隊

司

(
理

長

引

)

多

国

由

梨

(

敏

在

長

女

)

多

田

英

記

(敏
春

二
世
)

大
平
政
己
(
政
三
良
川
町
)

村

潮

位

一
(
安
チ
長
川
町
)

岡

裕

之

(賢
二

長
男
)

架

谷

倫

子

(
古

一

民
女
)

佐

藤

武

彦

(進

二
男
)

町

河

恵

泊

(芳

明

長

男

)

河

出

義

弘

(
的
央

H
M
山内
)

斉

藤

利

光

(利

先

長

男

)

杉

内

世

史

(浩
二

二

男
)

轟

川

忠

幸

(忠
年

二
男
)

森

山

前

(登

二
川町
)

鈴

木

康

之

(
正
七
郎
二
男
)

柳

附

之

(
日

長

引

)

小
原
由
希
子

(
日
出
幸
二

k
)

目
下
い
ず
み

(義
博

二
女
)

消
防
団
出
初
め
式

新
年
恒
例
の
消
防
団
出
初
め
式
ガ
、
一
月
六
日
寒
気
の
な
か
で
市
内
行
進
と

ま
と
い
鐙
り
ガ
行
な
わ
れ
、
火
災
予
防
を
時
び
か
け
ま
し
定
。

昨
年
の
火
災
発
生
件
敏
は
、
五
件
、
損
害
額
ほ
、
一
平
百
十
一
万
五
平
円
に

も
な
り
ま
し
定
。

更
に
、
町
民
セ
ン
タ
に
お
り
て
、
各
表
影
式
ガ
行
な
わ
れ
、
表
彰
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

北
海
道
知
事
喪
事

。
二
十
年
以
上
勤
続
団
員

花

件

己

U

佐
藤

中

山

広

、

大

平

斤

川

幸

治

。
+
年
以
上
勤
続
団
員

阿

部

邦

雄

山

口

融
崎
品
雄
、
川
州
岐

A
，

勝

、

樋
軒

本

間

行

雄

榔

司

IJI. jι 
自11便

利
尖
、

必
班
、

宏
昭

ー

す

uz

y
b
T
E
 

村

上

仁

ぺ川、

町
長
罰
事

。
三
十
年
以
上
勤
続
団
員

山

本

明

突

、

加

雌

正

的

、

佐

雌

昭

一
、

八
屯

佳

作

¥

村
山端

正

一

0

二
十
五
年
以
上
勤
続
団
員

問

中

鉱

‘

白

木

古
谷

ω一
郎

、

渡

辺 佐
々
木
硲
示

靖

則

降

一
手ξ

ll; 1;，千

a 

小

西

美

奈

(

治

男

二

女

)

佐
々
木
秀
軒
(
一
一
市
長
男
}

民
谷
川
出
チ

(三
郎

長

次

)

演
出
千
穂
子

(

克

純

長

女

)

隣

国

恒

(民

男

氏

到

)

八

毘

樫

仁

(

旨

雄

民

出

)

苅

屋

陽

子

(実

二
女
)

舵

村

晩

{
似

長

女

)

中
里
由
紀
チ

(
芳
勝

二
女
)

村
本

英

敏

(問
先

二
男
)

辿
職

仲
也

(忠
行

二
男
)

桝

取

哨

(時

二
男
)

川

合

浩

一

(丈

夫

長

男

)

竹

内

佳

生

(勝

一

長

男
)

旋

回

催

チ

(消
弘

二
女
)

宮

北

慾

佳

(誠

市

長

男

)

森

川

修

(

誠

二

男

)

岩

田

光

司

(
助

長

男

)

入
学
児
童
合
計
百
三
+
名

(4 ) 

こ
の
名
簿
か
」
り
も
れ
が
あ
り
ま
し
た

ら
教
育
委
員
会
に
中

L
出
く
だ
さ
い
。

利用しましよう

瀬棚線存続期成会

国鉄瀬棚線を

証~è:Wi璽官房雪霊雪国買駐軍司

大

子

悦

郎

古

井

日
本
消
防
協
会
長
費
事

。
=
一
十
年
以
上
勤
続
団
員

天

尚

治

的

山

本

矢

内

孝

仁

北
海
道
消
防
協
室
長
表
彰

O
功
績
章

山
U

義

川

天

満

佐
々
木
徳
二一
郎

。
一
一
で
十
年
以
上
勤
続
団
員

山

本

増

実

加

藤

正

治

、

伊

藤

昭

一
、
八
盛
岡
間
陥
、

付

端

正

一

。
二
十
年
以
上
勤
続
団
員

花

H

己
村
川
、
住
雄
正
一
、

中

日

間

広

、

大

平

悦

郎

、

古

井

幸

治

。
十
年
以
よ
勤
続
団
員

叫

司

宏

昭

、

タ
下

地
市‘

長

谷

川

政

昭

、

上

凹

竹
山
男、

斉

藤

光

叶

今
金
町
消
防
団
長
費
事

。
=
一
+
五
年
以
上
勤
続
団
員

河

村

昭

夫
、

本

国

一
三

O
三
+
年
以
上
動
範
囲
員

山

本

増

英

、

加

醐

正

治

‘

伊

雌

昭

一
、

八

血

煙

倍

、

村

端

正

一

。
二
十
五
年
以
上
勤
続
団
員

述

嶋

茂

。
ニ
+
年
以
上
勤
続
団
員

回

中

鋭

、

青

木

占
谷
川

一
郎
、

渡

辺

大

平

悦

郎

官

井

( 5 ) 

ヰ
治

地
~ 

l-~{ 

eh 

¥幸必
?Ei A江主 [;:者



。
十
五
年
以
上
勤
続
団
員

石

沢

陣

一
、

亦

件

。
十
年
以
上
勤
続
団
員

制

司

宏

昭

、

タ

下

長
谷
川
政
昭
、
上
回

力
1¥他
男 rl1

斉

藤

光

司

O
楠
動
+
回
成
輔
費
彰

L4藤
啓

二

以
上
向

H
々
が
器
問
押
さ
れ
ま
し
た
.

今
金
中
学
校
生
徒
会

今
金
中
学
校
か
句
、
十
二
月
三
十
一

日
、
全
校
生
徒
四
百
ト
二
名
が
白
分
注

の
お
こ
ず
か
い
を
拡
金
に
と
三
万
二

千
四
百
十
七
円
を
役
場
内
社
会
悩
祉
協

必
金
を
持
参
し
て
く
れ
た

生
徒
吉
役
員
の
み
与
さ
ん

趣

ヒ::.
日

一
、
立
総
管
理
法
は
大
平
洋
峨
争
闘

柑
直
後
円
昭
和
十
七
年
に
制
定
さ
れ
、

戦
時
中
、
戦
後
町
立
制
内
絶
対
的
不
足

則
に
お
い
て
は
国
民
生
活
円
安
定
の
た

め
に
大
き
な
役
川
を
州市た
し
て
お
り
ま

し
た
。

三、

し
か
し
制
皮
肉
基
本
的
枠
組
み

は
、
法
制
定
時
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て

い
な
い
た
め
、
立
法
当
時
的
立
般
的
絶

対
的
不
足
を
前
慌
と
し
た
考
え
方
特

に
配
給
制
度
に
よ
る
公
平
配
分
と
い
う

理
念
か
ら
脱
脚
で
き
ず
に
災
悠
に
合
わ

な
い
制
皮
肉
仕
組
み
が
残
存
す
る
結
果

と
な
っ
て
.
次
の
よ
う
な
間
組
が
出
て

き
て
い
ま
し
た
.

①
前
桁
の
変
動
に
応
じ
た
巾
市
内
包

理
と
い
ヲ
耳
え
方
ゃ
い
力
法
が
法
律

上
明
ら
か
で
な
〈
、
こ
の
ょ
っ
な

こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
十
年
余
円

削
に
ニ
皮
肉
過
剰
米
の
処
思
を
必

裂
と
す
る
市中
悠
を
附
い
た
こ
と
.

②

品

質
商
を
重
視
す
る
消
費
者
の

多
側
主
品
市
円
前
袈
へ
の
対
応
が
十

分
で
な
く
、
不
正
規
流
通
米
の
横

行
に
見
ら
れ
る
よ
っ
に
流
通
商
内

乱
れ
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と
.

③
購
入
券
規
制
や
個
人
間
的
非
昌

利
的
峨
波
行
為
的
原
則
的
摂
止
な

議
会
に
贈
ら
れ
ま
し
た
.

ニ
札
は
、
何
年
生
徒
会
活
動
事
出
向

一
口
と
し
て
執
行
部
で
計
画
が
な
さ
れ
、

学
融
会
を
通
じ
実
地
、

f
供
述
内
出
世

E

に
よ
る
も
の
で
す
.

こ
の
お
金
は
光
の
皇
、
盟
釘
凶
な

ど
を
は
じ
的
、
今
金
町
出
身
者
で
他
同

市
町
村
町
福
祉
地
設
に
入
院
さ
れ
て
い

る
お
々
や
生
活
保
池
を
交
け
て
い
る
人

述
、
町
内
町
病
院
で
忠
者
と
し
て
三

ヶ
月
以
上
入
院
し
て
い
る
入
、
U
F
ぷ

底
的
人
述
に
あ
げ
る
こ
と
に
な

っ
て
お

り
ま
す
。今
金
保
育
所
、

も
窓
q
d
き

小
百
九
日
保
行
凶
は
ト
二
月
ニ
ト
凶
日

に
.
今
金
川
M
W
H
所
は
十
二
月
二
十
八
日

と
「
臼
と
杵
で
も
ち
つ
き
」
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
.

a 

( 6 ) 

小
百
合
保
育
園

現
代
っ
子
に
夢

日
恥
近
町
草
山
地
で
は
、
機
械
で
し
ち

つ
き
を
し
た
リ
、
口
っ
た
リ
で
本
当

の
も
ち
つ
き
を
す
る
と
ニ
ろ
が
主
く
な

っ
た
ニ
と
か
ら
企
副
さ
れ
た
も
町
で

内

-... 
令I'

今
図
的
法
改
正
の
骨
組
み
と
な
る
主

袈

4
mは
次
的
と
お
り
で
す
.

一
、
厳
格
な
配
給
制
度
の
廃
止

凶
民
へ
の
公
平
配
分
的
見
地
か
勺
設

け
ら
れ
て
い
た
川
四
者
ま
で
の
配
給
訓

当

こ

れ

を

基
礎
と
し
た
配
給
計
画
及

び
こ
れ
り
を
担
保
す
る
た
め
の
購
入
期

的
発
給
と
い
っ
た
雌
桔
は
配
給
統
制
的

仕
組
み
は
、
池
山
の
お
給
事
情
的
時
に

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
円
で
防
止
さ
れ
ま

し
た
。他
方
、
お
桁
が
ひ
っ
迫
す
る
等
に
よ

リ
米
的
安
定
問
蛤
に
著
し
い
支
障
が
生

ず
る
よ
っ
な
市中
態
同
時
に
は
‘
公
平
配

給
の
考
え
方
に
反
っ
て
従
来
的
雌
楠

な
配
桁
杭
制
的
仕
組
み
を
迅
速
か
つ
円

滑
に
発
動
し
う
る
よ
う
法
定
さ
れ
ま
し

た
.

二
、
基
本
計
画
亙
び
供
給
計
画
の
策
定

政
府
が
哨
叫
日
者
と
生
産
品
と
内
聞
に

4
っ
て
品
質
喝
の
要
紫
に
も
配
慮
し
つ

つ
賀
任
を
も
っ
て
時
々
的
問
給
変
動
に

対
応
し
て
い
く
た
め
.
毎
年
、

4
4

円
也

型
に
州
附
す
る
基
本
計
画
を
山
間

4
L、
こ

札
を
公
表
す
る
ニ
と
に
よ
り
附
係
者
向

指
針
と
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
.

ま
た
、
こ
円
ょ
う
主
地
本
計
画
に
山

し
て
国
民
に
対
す
る
米
円
安
定
供
給
が

凶
句
れ
る
よ
ワ
に
都
道
府
県
段
階
ま
で

円
米
内
具
体
的
主
操
作
計
画
で
あ
る

供
給
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た

没
場
一
耐
制
球
靴

μ
向
山
ほ
を
え
な
が

』つ

お
こ
な
わ
れ
た
む
の
で
す
.

f
供
述
は
‘
こ
の

L
ち
に
丹
づ
っ
み
、

お
か
わ
り
の
下
が
次
か
ら
立
か
ら
と
で

て
お
り
ま
し
た
.

町
広
報
紙
に
対
し
ご
意
見
ご
希
望
ガ
あ
れ

ば
お
よ
せ
下
さ
い
。

少
し
で
も
多
<
の
皆
様
に
読
ん
で
も
ら
え

る
広
報
紙
に
し
だ
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

広

報

係

三、

流
通
章
者
の
地
位
と
責
任
の
明
確

レ』d'
 
生
産
者
か
ら
の
集
荷
消
費
者
に
至

る
ま
で
の
販
売
を
実
際
に
担
う
の
は
娘

祈
業
者
及
び
卸
小
先
等
肉
眼
先
業
者

で
す
が
.
こ
れ
均
的
流
通
業
者
向
活
動

が
品
質
商
む
合
的
た
必
裂
訟
の
附
保

価
格
的
安
定
、
流
通
町
内
滑
化
等
悶
民

に
対
す
る
米
円
安
定
的
な
供
枯
を
凶
る

上
で
重
要
な
定
義
を
有
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
流
通
ル

l
ト
を
特
定

L.

集
荷
業
者
止
び
眠
売
業
者
を
国
及
び
都

生産.n

(品産物桔炎)
(:，'(5捜しの委託)

次 m荷章者
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ど
肉
親
制
が
形
だ
け
の
も
の
と
主

っ
て
お
り

制
皮
肉
也
前
と
笑
悠

が
若
し
〈
か
い
離
し
て
い
る
こ
と
。

三、

も
ち
論
食
官
制
度
に
つ
い
て
は

社
会
経
済
情
勢
町
変
化
や
掃
給
柑
中
仙
町

緩
和
に
対
応
し
て
自
主
流
通
米
制
度
、

予
約
限
度
数
鎚
制
得
的
導
入
が
図
ら
れ

ま
し
た
が
こ
れ
」
り
は
い
ず
れ
も
政
令

以
下
町
組
定
円
改
正
で
行
わ
れ
て
き
た

た
め
、
そ
も
そ
も
立
組
内
不
且
を
前
提

ιじ
た
配
給
制
度
に
よ
る
公
平
配
分
と

い
ヲ
法
律
的
唱
え
が
抜
け
切
れ
な
い
品

川
市
と
な
り
ま
し
た
。

目
、
い
う
ま
で
も
な
〈
立
竹
制
山
は
、

こ
の
よ
う
な
問
題
が
あ
る
も
の
の
主

止
で
あ
る
米
に
つ
い
て
凶
が
立
任
を
も

っ
て
国
民
に
安
定
的
に
供
給
す
る
と
と

L
に
我
が
国
農
業
司
法
粋
で
あ
る
稲

作
品
業
円
安
定
を
支
え
て
き
ま
し
た
.

ま
た
、
昨
今
町
内
外
肉
食
柏
市
中
怖
を

4

え
た
場
合
、
こ
町
制
度
同
組
本
を
今
後

む
正
し
く
守
っ
て

い
く
必
要
が
あ
リ
ま

す
.

五、

以
上
の
よ
う
に
需
給
串
情
的
変

動
、
楠
山
口
占
的
叫
裂
の
多
傾
化
部
に
的

叫
聞
に
対
応
し
つ
つ
国
民
に
対
す
る
米
町

安
定
供
給
を
実
現
で
き
る
よ
っ
制
度
を

再
編
成
す
る
た
め
、
法
改
正
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
.

殺
一印刷I!l'l宜主t町主知 ..... 1米
!政府t:t入J炉供敢量的指'J、

('Ii IU) H 11) 
予4哨u立粧品向通知i

( l:iIili~f~! "，~' ) 
子会'AU主盈晶町iJjj知

( .!lIt!<ilfi* gj )自杢流通;l!引刊

道
府
県
の
監
督
の
も
と
に
お
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

園
、
個
人
間
的
涜
通
規
制
の
揖
和

消
費
目
各
個
人
に
至
る
ま
で
の
配
特

例
当
や
購
入
券
に
よ
る
売
買
の
義
務
づ

け
を
辿
常
時
に
は
出
阻
止
す
る
と
と
も
に
、

流
通
ル
ト
を
特
定
し
て
業
と
し
て
の

流
通
行
均
を
雌
し
く
規
制
す
る
こ
と
に

伴
い
例
人
川
町
非
悩
判
的
胡
渡
行
為

ま
で
の
規
制
の
立
昧
が
な
く
な
り
ま
し

た
の
で
解
除
す
る
ニ
と
に
し
ま
し
た
.

(7) 



生....・・新年座談会を

年あらた

広
報
師
と
し
て
、
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
枠
制
聞
に
、
今
金
町
の
将
来
的
展
望
を

夢
あ
ら
た
な
独
創
的
君
見
交
換
を
と
企

画
し
た
も
の
で
す
。

一
応
テ
l
?
と
し
て
は
、
郷
土
町
将

来
的
方
向
と
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
を

と
り
上
げ
た

L
の
で
す
.
こ
の
メ
ン
バ

ー
の
抽
山
に
あ
た

っ
て
は
、
組
作
品
的

阻
問
興
を
図
る
べ
き
で
、
ダ
ム
を
判
別
し

た
物
何
年
え
万

.

井
村

観
光
に
し
て
も
、
川
い
を
仰
る

の
は
ご
〈

一
郎
町
人
だ
け
で
主
い
か
、

一
番
望
む
の
は
‘
や
は
り
民
主
よ
リ
な

い
と
思
う
.
良
家
が
潤
う
と
全
般
的
に

潤
い
が
あ
る
.

民
業
と
か
問
主
と
分
け
て
考
え
が
ち

だ
け
ど
、
自
分
の
職
業
だ
け
を
与
え
て

い
れ
ば
い
い
ん
だ
と
百
う
時
代
は
終
っ

た
の
で
な
い
か
と
思
う
。

大
意
そ
れ
は
官
え
る
と
思
う
。
民
家

同
町
だ
か
ら
農
家
が
良
け
れ
ば

。

州
肘
家
が
作
っ
て
く
れ
た
品
を
商
人
が

売
り
仲
良
く
地
則
的
ワ
イ
ン
だ

っ
て

池
削
町
で
追
っ
て
町
民
か
ら
相
げ
て
い

る
@

井
村

A
F
金
何
人
だ

っ
て
今
金
の
下
が

美
味
し
い
美
味
し
い

っ
て
諸
り
を
も
っ

て
宜
べ
る
べ
き
で
他
町
に
行

っ
て
今

金
町
レ

y
テ
ん
を
見
る
だ
け
で
も
つ
れ

し
く
叩
川
?
っ
.

期
待
感
が
あ
る
。
他
に
な
に
か
取
っ

て
行
く
も
町
は
主
い
だ
ろ
う
か

.

企
業
や
観
光
町
議
致
は
番
外
だ
と
川
晶

、勺
'・

渡
辺

A
F
金
で
民
家
と
百

え
ば
水
田
と

酷
肢
と
悶
鈴
し
ょ
が
法
幹
産
業
で
あ
る

け
と
脱
産
物
は
、
何
を
作
っ
て
も
過
剰

で
あ
る
。
昨
年
は
、
今
金
到
し
ゃ
く
と

言
っ
て
白
刷
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
概
針
金

と
し
て

一
依
当
リ
民
家
に
入
る
の
が
五

十
円
刊
何
度
し
か
な
い

今
金
町
三
本
杭
だ
け
で
は
や

っ
て
行

け
な
い
状
態
だ
。
民
家
何
人
は
、
そ
れ

ぞ
柑
が
悩
ん
で
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か

わ
か
ら
な
い
ま
ま
今
日
ま
で
き
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

到
し
ゃ
く
の
銘
州

一
つ

に
し
て
む
何

4
も
か
か

っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
止
め

物
は
と
司
っ
て
も
す
ぐ
出
て
く
る
わ
け

で
は
な
い
し
銘
柄
を
と
る
に
は
何
1
1

に
と
巧
え
た
町
て
あ
り
ま
す
が
‘
杷
眠
い
か
と
思
い
ま
す
。

に
困
難
を
き
た
し
、
社
会
教
育
主
市
中
の
意

渡
辺

一
番
ゆ
る
く
む
い
時
代
で
す
.

見
を
事
巧
に
し
な
が
ら
、
今
金
町
内
今

司
会

夢
を
括
れ
と
言
う
方
が
無
理
な

後
の
担
い
手
と
な
る
べ
き
年
齢
的
中
堅
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね

層
で
、
公
的
な
場
で
発
言
内
機
会
の
な

井
村

桐
々
の
実
態
は
あ
る
脱
皮
肉
概

い
人
を
対
草
と
し
た
も
の
で
す
。

要
は
わ
か
る
が
、
民
家
町
生
前
様
式
向

。
メ
ン
バ

ー

笑
態
が
と
う
な
っ
て
い
る
か
自
分
以
外

天

出

車

(民
業
幻
政
)
神

丘

町

職

業

に

つ

い

て

は

わ

か

ら

な

い

而

大
A
u
m
一

(商
業
包
蔵
)
昭

和

町

が

多

分

に

あ

る
。

判

村

位

(尚
草
ぬ
ぷ
)
岨

川

俺

述

が

牒

京

町

人

に

対

し

、

伸

そ

う

波

辺

脚

一

(

民
主

ω必
)
曙
口
許
な
市
引
を
宮
え
る
訳
で
は
な
い
け
ど
さ
、

阿
知
波

一
辺

(以
数
回
成
)
八
時
町
今
金
町
の
け
部
総
は
知
一
次
産
業
向
山
業

市

川

作

千

(牒
主
犯
必
)
州

品

聞

が

し

っ
か
り
し
て
い
な
い
と
開
業
的
発

大

越

正

干

(教
愉
お
成
)
八

束

展

は

な

い

の

で

、

今

金

町
全
体
が
州
刷
業

比

知

子

(商
業
担
哉
)
本

町

を

知

る

べ

き

だ

と

思

う

.

内
議
…
九
咲
一
ふ
滅
的
存
寝
込
A
W
M
N
山
収
録
古
川
議
長
ぷ
認
す
応
援
一
ん
い
正
念
写
Lft山ら
備

や町、
;
九
、
山汗
寸
ふ
戸
陰
地
司
JX誌
に
均
点
叩
必
量
船
ア
コ吋
股

f
山及

川あ

-L
い三仰い三一分予し
らへ
ミ
人
マ
制
町
一
お

寸ベ
A
d附
?
f
L
L
4
1

小掛か十日~ふるぞみがない智誕百町山一三同日立はすぎ一日一挙ふれ以
上いふ

司
会

今
日
は
、
雑
談
と
言
う
か
放
談
俺
逮
商
業
人
も
由
る
く
な
い
け
ど
、

と一
日口
、
っ
か
、
今
は
と
て
も
離
し
い
時
代
牒
業
経
世
者
の
利
識
を
得
て
も
ら
わ
な

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
様
の
ご
意
見
を
い
と
、
そ
れ
の
地
元
還
元
す
る
方
向
で、

聞
き
広
報
紙
町

一
ペ
ジ
と
し
た
い
今
金
町
町
人
達
が
手
を
取
り
骨
っ
て
ゆ

と
思
い
ま
す
町
で
日
の
こ
ら
な
い
話
か
な
け
れ
ば
や

っ
て
由
け
主
い
時
代
で

で
お
願
い
し
ま
す
。

む
い
か
と
思
う
。

今

民

主

e

市川業

・
工
業
で
も
観
光
だ
か
ら
‘
俺
迫
間
人
に
し
て
も
良
い

に
し
て
も
、
こ
れ
と
し
て
の
位
世
づ
け
品
を
少
し
で
も
安
く
売
る
だ
け
か
と

4

が
主
い
の
で
は
、
と
古

フ
気
が
い
た
し
え
て
し
ま
う
.

ま
す
。
内
出
生
を

一
つ

を

と

ら

え

て

も

県

米

町

人

だ

っ
て
反
回
目
的
円
未

経
済
的
に
雌
し
〈
今
後
町
民
業
を
経
が
い
つ
ま
で
も
続
く
か
と
官
う
こ
と
も

告
す
る
に
は
、
共
生
的
体
系
的
方
向
で
不
安
で
あ
る
し
、
今
金
町
米
を
今
金
で

な
け
れ
ば
と
一
百
う
疑
問
を
感
じ
ま
す
。

消
費
、
食
べ
て
も
ら
う
べ
き
だ
と
思
う
。

商
業
に
し
て
も
、
王
た
る
産
業
的
発
私
も
、
到
来
知
を
民
家
か
ら

μ
っ
て

展
が
な
け
れ
ば
成
Ji
し
な
い
の
で
は
な
き
て
克
っ
て
い
る
が
市
掛
か
ら
流
れ
て

んがた〈軌心 に 語って

年
も
先
の
こ
と
に
主

っ
て
し
ま
う
.

司
会

今
金
町
は
同
針
し
ょ
の
特
底
地

で
す
よ
と
ち
勺

て
い
ま
す
。
き
あ
、

A

，

金
の
ど
こ
へ
行
け
ば
そ
の
町
内
針
し
ょ
が

口
え
る
の
だ
ろ
う
か
は
、
外
部
か
ら
入

っ
て
来
た
人
に
は
わ
か
り
ま
せ
ん
.

た
ま
た
ま
知

っ
て
い
る
人
は
民
協
で

口
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
一
般
小
先
応

に
い
っ
て
も
主
い
。
ど
こ
に
ゆ
け
ば
入

手
で
き
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
一
日
う
こ

と
が
札
帆
か
ら
き
た
人
に
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
ロ

弁
村

そ
れ
は
大
が
な
こ
と
で
あ
り

ま
す
。
本
州
で
は
八
3
の
銚
刷
は
死
ん
だ

と
一行
う
け
ど
、
今
金
の
じ
ゃ
が
HP
は
お

い
し
い
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
ほ
ど
全
川
内
的

に
売
れ
て
い
る
の
か
も
疑
問
が
あ
る
.

末
端
に
流
れ
な
い

一
般
小
売
問
で

も
売
れ
る
と
思
っ
し
今
金
内
到
し
め
Y

〈
主
ら
町
民
が

一
丸
と
な

っ
て
、
食
べ

て
、
売
っ
て
、
お
み
や
げ
に
出
し
て
.

包
装
紙
は
五
伝
に
も
な
る
。

渡
辺
私
達
も
そ
れ
を
感
じ
て
い
る
。

弁
村

品
質
的
保
持
で
あ
る
。
ま
ず
は
、

今
金
町
人
に
も
良
く
知

っ
て
も
ら
ヲ
こ

と
で
‘
内
同
家
何
人
も
迷
っ
て
し
ま
い
浮

気
心
に
ホ
l
レ
ン
お
を
作
っ
て
凡
た
り

し
て
も
、
帥
品
川
刷
か
」
つ
の
努
力
は
大
変
な

こ
と
で
あ
る
と
巴
っ
.

現
介
刊
の
抗
的
と
っ
て
い
る
も
の
で
‘

現
柏
町
不
況
の
中
で
よ
り
強
〈
も
っ
て

印
く
べ
き
で
な
い
か
と
思
う
.

漬
辺

郡
山
菜
民
家
を
進
め
て
い
る
が
と

て
も
雌
し
い
も
の
が
あ
る
。

い
ろ
い
ろ

制
粧
し
て
や

っ
て
い
る
が
計
四
山
初
の

そ
こ
ま
で
は
行
っ
て
い
主
い
。

南
川

公
候
的
弘
町
内
で
北
海
泊
が

一
帯

夫
昧
し
い
齢
制
も
日
本

一
と
宵
わ
れ

る
だ
け
布
名
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
そ
の
味
覚
が
あ
る
と
思
う
、
作

付
す
る
段
階
に
お
い
て
も
生
産
者
は
熱

を
入
れ
て
い
る
。

生
産
は
、
米
に
し
ろ
芋
に
し
ろ
少

し
で
も
利
益
が
あ
れ
ば
と
や
っ
て
い
る
。

黒
豆
に
し
て
も
野
菜
に
し
て
も
、

一

昨
年
は
良
か

っ
た
の
で
昨
年
も
作
っ
た

ら
暴
治
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
.

そ
の
辺
町
生
直
訓
務
に
つ
い
て
は
離

れ
が
や

っ
て
ど
こ
で
や

っ
て
い
る
町

品
M

殺
物
で
も
じ
〈
が
は
十
で
も
、
そ
の
生

態
調
誌
を
北
榊
迫
な
ら
止
海
道
全
域
で

そ
っ
い
う
市
中
を
必
要
で
あ
り
、
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

井
村

今
は
、
機
械
化
路
業
で
あ
り

作
物
の
品
種
ご
と
に
機
械
を
入
れ
る
、

そ
れ
で
は
ど
う
し
ょ
う
も
な
い
と
思
う
。

水
田
農
家
が
水
田
だ
け
で
生
活
が
で

き
れ
ば
一
番
良
い
こ
と
だ
け
と
じ
〈

が
芋
に
つ
い
て
は
ま
だ
生
産
制
挫
の
段

附
で
主
い
と
思
う
。

そ
の
辺
町
分
析
を
や
る
必
要
が
あ
り
、

そ
れ
を
民
家
に
や
れ
と
古

っ
て
も
鮪
離

で
あ
り
、
分
析
す
る
所
が
あ
る
と
辺
、つ

ん
だ
よ
ね
.

天
沼

今
金
の
苧
が
味
が
良
く
て
、
航

柄
が
と
れ
た
と
宮
う
こ
と
は
、
三
本
岨

町
農
業
経
悩
を
や
っ
て
い
れ
ば
こ
そ
生

~...:..iØ 

き
た
品
物
よ
り
品
質
が
悲
く
、
悪
い
岡
山

で
も
消
世
名
は
、
こ
れ
は
今
金
町
品
だ

か
ら
買
っ
て
も
ら
え
な
い
か
と
言
っ
て

も
そ
う
は
ゆ
か
な
い
の
で
主
い
か
、
自

由
腕
争
の
な
か
で
、
よ
り
良
い
口
聞
を
作

っ
て
‘
よ
り
安
い
も
の
を
と
な
る
の
て

な
い
か
と
思
う
。

大
童

今
同
時
代
は
‘
美
し
く
か

っ
こ

品
い
物
で
な
け
れ
ば
な
ら
主
い
時
代
で

す
ね
。
休
耕
聞
の
作
付
な
ど
遊
体
地
内

市
効
利
用
を

4
え
る
べ
き
だ
と
思
っ
.

井
村

物
の
あ
ま
っ
て
い
る
時
代
だ
よ

ね
、
こ
こ
に
布
田
み
か
ん
が
あ
る
け
ど
、

こ
れ
に
し
て
も
何
十
年
同
歴
史
が
あ
る

と
叩
匂
ヲ
.
今
金
に
も
じ
ゃ
が
芋
が
あ
る

け
ど
、
こ
れ
ま
で
に
主
る
に
は
何
十
年

の
匪
史
が
あ
っ
た
と
思
う
け
ど
、
勝
ち

得
た
も
の
だ
と
思
う
が
、
よ
り
良
い
品

を
と
努
力
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
て
く
る

の
で
な
い
か
。

大
意

今
金
に
じ
ゃ
が
芋
が
あ
る
の
だ

か
ら
、
こ
れ
の
工
場
を
作
る
と
か
言
う

方
向
に
発
展
し
て
行
く
と
お
も
し
ろ
い

と
忠
、
っ
.

井
村

こ
の
今
同
時
代
は
、
人
的
必
似

ご
と
で
は
だ
め
だ
と
思
う
@

大
量

独
創
的
な
も
町
が
必
裂
だ
ね
。

井
村

い
ろ
い
ろ
な
発
忽
が
あ
る
と
思

う
け
ど
、
そ
の
努
力
的
制
み
重
ね
と
言

う
か
、
流
行
的
な
も
の
で
主
く
、

一
時

的
に
良
い
と
ち
う
の
で
は
な
い
物
を
考

え
る
べ
き
だ
と
思
三

大
意

今
金
に
あ
る
も
の
を
利
用
し
て

や
る
よ
り
方
法
が
な
い
.
地
場
産
業
向

( B ) 

れ
た
も
の
だ
。

今
金
町
芋
は
質
が
部
ち
た
と
聞
く
、

H
L

透
し
が
た
た
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
.

事
を
作
勺
て
昧
を
大
耶
に
す
る
な
ら
ば
.

立
や
ア
ズ
キ
を
作
り
た
い
か
も
知
れ
主

い
け
ど
、
輪
作
体
系
の
な
か
で
各
自
に

分
散
位
置
づ
け
を
し
て
や
る
べ
き
だ
a

農
協
自
体
が
巾
木
町
民
協
に
な
っ
て
い

る
。
今
金
町
は
=
一
本
位
の
牒
業
経
営
で

あ
る
か
ら
し
て
基
盤
盤
備
を
す
る
の

が
第
一
で
あ
る
と
思

1

道
南
が
遮
れ
て
い
る
主
ら
ば
、
そ
れ

な
り
に
孤
立
し
て
も
い
い
の
で
は
主
い

か

。
狐
立
と
い
う
の
は
‘
政
府
で

あ
あ
す
れ
こ
う
す
れ
と
官
、
つ
の
に
つ
い

て
行
け
な
い
。
だ
か
ら
立
体
的
と
白
う

か
横
に
仰
び
て
行
く
続
首
で
主
く
よ
に

仲
び
て
行
く
経
引
を
目
指
し
て
、
田
を

中

心
に
、
酷
路
、
じ
ゃ
が
芋
、
豚
、
に

わ
と
り
林
業
と
か
、

一
つ
の
ボ
ー
ル

ベ
ア
リ
ン
グ
で
町
を
転
が
し
て
や
っ
て

行
く
こ
と
が
い
い
の
で
な
い
か
と
思
う
。

こ
れ
が
複
合
経
営
町
一
つ
だ
思
一
つ
う

の
た
け
ど
、
こ
れ
が
立
体
的
農
業
で
は

な
い
か
ホ
聞
を
基
盤
に
売
れ
る
も
の
な
ら
、

そ
れ
を
大
事
に
し
て
、
売
れ
る
も
の
は

先
っ
て
い
〈
.
そ
れ
に
よ
っ
て
金
が
入

っ
て
、
そ
れ
に
よ
り
日
本
は
、
加
工
釘

易
で
世
界
都
一
位
第
二
位
に
な

っ
た
の

だ
と
思
う
.

そ
れ
に
つ
い
て
行
け
な
い
な
ら
.
も

っ
と
孤
立
し
て
は
ど
う
な
の
か

俺
は
暗
い
な
あ

。

(9 ) 



ド

ソ

ト

笑

い

.

辻

た
だ
お
米
な
り
酪
肢
を
中
心
に

見
ま
す
ね、

共
同
で
ね、

で
き
る
部
分

て
な
い
も
円
か
と
、

例
え
ば
余
っ
た

労
力
な
り
余
っ
た
土
地
な
り
、
余
っ
た

と
冒
う
の
で
は
主

い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が
、
休
耕
し
て
い
る
水
田
に
同
じ
組
子

で
同
じ
だ
け
の
力
配
分
を
し
た
共
同
経

世
と
言
う
か
、
資
金
的
配
分
を
し
て
峨

械
を
導
入
し
て
、
一
つ
の
物
を
皆
ん
な

で
利
用
し
あ
っ
て
収
砲
を
あ
げ
る、

妥

当
な
献
の
目
線
獄
、
抗
的
な
も
の
と
、

作
物
内
地
区
ぎ
め
配
分
を
し
た
り
、
共

同
経
営
み
た
い
な
精
神
的
え
か
た
で
与

え
ら
れ
な
い
か
。

渡
辺

良
家
町
生
活
も
だ
ん
だ
ん
大
変

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
う
い
う
郁
は

当
世
や
ら
な
〈
て
は
い
け
な
い
し
、
南

川
さ
ん
の
地
区
で
は
共
同
で
や
っ
て
い

る
し
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
‘

い
い
事
も
分
っ
て

い
る
、
そ
こ
に
阻
害

し
て

い
る
も
の
が
あ
る
。

辻

分
る
よ
う
な
気
が
す
る
.
商
脂

な
ど
で
も
そ
う
で
す
。
や
れ
と
言
っ
て

す
ぐ
に
は
や
れ
な
い
で
す
ね
。

井
村

ま
だ
品
目
ん
な
楽
な
ん
だ
よ
な
、

苦
し
く
な
れ
ば
苦
し
い
ほ
と
皆
ん
な
の

知
恵
が
生
ま
れ
て
く
る
.

辻

例
え
ば
英
利
河
町
ダ
ム
に
し

て
も
観
光
ば
か
り
を
盛
山
に
お
か
な

い
で
、
剖
岡
山
県
地
舶
を
利
用
し
た
も
の
で
、

二
番
前
じ
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け

ど
‘
そ
れ
の
椴
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
鉱

柄
の
じ
ゃ
が
芋
と
か
、
き
ゅ
う
り
と
か
、

民
業
的
見
、
え
な
い
部
分
が
あ
る
が

何

か
中
心
的
に
な
る
‘
し
い
た
け
な
り
を
も

っ
て
き
て
、
何
ん
で
も
有
る
時
期
に
山

す
の
で
な
く
お
正
月
向
け
の
も
の
を

作
る
と
か
也
氏
は
、
歌
う
所
飲
む
所

で
な
く
、
基
盤
で
あ
る
民
業
と
結
び
あ

う
何
か
が
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
股
家
何
人
が
手
の

あ
い
た
冬
場
に
は
、
ス
キ

l
場
主
ど
の

レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
作
業
に
従
事

L
た
り
、

出
家
の
刷
業
と
し
て
で
き
る
の
で
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
の
資
制
が
蹴
っ
て
い
る
の

で
は
な
い

か
、
水
力
発
屯
ば
か
り
で
な

3

・
t
 

井
村

偉
そ
っ
主
ん
だ
け
ど
、
俺
遣
は

生
き
て
い
る
ん
だ
み
た
い
志
間
を
た
て

る
み
た
い
な
考
え
~
で
、
俺
述
仲
間
は、

自
己
満
足
の
た
め
に
悟
り
の
山
市
を
や

っ
た
り
し
て
い
る
け
ど
、
国
や
町
の
こ

と
を
考
え
る
と
聞
く
な
っ
て
し
ま
う
@

せ
め
て
楽
し
い
事
を
や
ろ
う
っ
て
極
々

円
こ
と
を
し
て
い
る
。

「
い
い
べ
や
」
と
一時
ヲ
言
葉
が
一
番
嫌

い
だ
。
し
か
た
が
な
い
か
ら
そ
う
古
う

の
で
な
〈
.
農
業
が
今
が
苦
し
い
の
な

ら
努
力
す
べ
き
で
あ
っ
て
商
人
だ
っ

て
由
る
〈
な
い
し
さ
、
努
力
す
る
し
さ
、

そ
の
他
に
も
も
っ
と
人
聞
の
つ
な
が
り

と
し
て
、
好
き
者
布
川
志
が
集
ま
り
、
償
専

が
小
さ
い
叫
に
自
分
述
同
組
述
や
先
部

逮
が
い
ろ
い
ろ
の
中
を
や

っ
て
く
れ
た

事
の
思
い
出
が
A
Y
で
も
残
っ
て
い
る
.

だ
か
ら
自
分
向
子
供
が
向
分
の
小
さ
か

っ
た
時
と
同
じ
よ
う
に
何
か
を
や
ろ
う

と
や
っ
て
い
る
。
そ
れ
も
'
H
U
制
比
に

し
か
す
き
主
い
け
ど
自
分
が
生
き
て
い

る
こ
と
の
征
が
欲
し
い
か
ら

天
沼

今
企
に
も
う

一
一
刷
出
以
を
刷

っ

て
欲
し
い
と
思
う
。
ど
う
し
て
か
と
言

う
と
、
北
楠
山
に
負
け
た
か
句

.

も
し
か
也
氏
が
で
き
た

ら
ど
ん
主
も

の
を
作
れ
ば
も
ヲ
か
る
と
か
与
え
た
。

そ
れ
は
お
年
時
り
に
リ
ハ
ビ
リ
テ

l

ン
ョ
ン
と
宮
う
か
池
山
市
治
療
施
設
で
町

に
人
を
集
め
る
べ
き
で
、
競
争
す
べ
き

だ
と
且
つ
.

大
意

前
争
心
は
必
要
だ
と
思
う
。
そ

れ
疹
T
U
い
い
心
に
使
ヲ
か
ど
ヲ
か
た
け
ど
、

天
沼

や
っ
ぱ
り
お
金
を
使
わ
な
け
れ

ば
だ
め
だ
と
忠

1

m
金
を
し
て
も
し

か
た
が
主
い
目
的
が
は
っ
き
り
し
て

い
れ
ば
い
い
と
凶
E

ヲ。

井
村

い
ま
や
ろ
う
と
し
た
ら
単
体
に

主
る
で
し
ょ
う
。

町
に
お
願
い
す
る
と
町
は
午
知
的
に

か
主
り
不
具
に
主
っ
て
し
ま
う
。

制
肋

だ
け
る
ら
え
ば
そ
れ
で
い
い
と
吉
つ
も

の
で
は
な
い
と
思
う
。

辻

今
金
に
は
、
河
川
な
ど
が
沢
山

あ
る
。
こ
の
河
を
利
用
し
た
も
の
、
英

利
河
に
た
だ
レ

ジ

7
1町
地
設
を
迫
る

だ
げ
で
主
く
、
制
制
而
も
と
り
入
れ
た
‘

州
主
聞
と
は
述
つ
た
ム
川
線
施
設
と
か
ん

y
円
と
か
町
生
産
販
売
も
で
き
る
の
で

な
い
か
園

井
村

そ
れ
は
阿
知
泌
さ
ん
が
九
け
っ

た
よ
一
フ
に
、
そ
れ
も
計
闘
で
し
ょ
う
。

何
か
を
や
れ
ば
他
で
も
そ
れ
に
来

っ

て
や
ろ
う
と

い
う
感
じ
て
い
る
.

今
金
独
自
の
生
産
計
四
を
皆
ん
な
で

4
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
主
り
、
刷
世

他
的
に
な
る
け
ど

計
画
性
的
主
い
発

想
と
言
う
か
、
た
だ
発
想
だ
け
で
や

っ

て
も
う
ま
く
主
い
し
、
あ
ら
ゆ
る
角
度

か
ら
椴
討
し
、
い

ろ
ん
な
話
し
を
持
ち

た
し
て
ぶ
つ
け
合
い
を
す
る
と
そ
問
中

か
ら
良
い
も
円
が
生
ま
れ
て
く
る
.

一
年
で
成
し
進
げ
る
と
言
う
の
て
な

く
何
年
も
か
け
て
や

っ
て
み
る
べ
き
だ

と
忠
、
ヲ
.

せ
め
て
、
自
分
達
町
子
供
の
時
代
は

〈
、
内
部
も
主
く
な
り
そ
う
だ
し
、
何

が
ど
う
な
る
の
か
分
ら
な
い
で
す
け
ど

3
0
 

2
 仕掛
幹
肱
業
町
内同
業
が
な
け
れ
ば
成
り

立
た
な
い
町
で
あ
る

L
.
農
業
に
結
び

つ
け
た
場
所
に
‘
一
生
懸
命
耕
す
の
も

大
切
で
す
し
、
も
う

一
つ
越
え
て
、
何

か
を
研
究
し
て
み
る
と
か
発
見
し
て
み

る
と
か
、
そ
っ
し
た
事
が
必
嬰
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

井
村

い
ま
ま
で
、
俺
自
身
が
思
う
ん

だ
け
ど
や
っ
ぱ
り
自
分
注
で
や
句
な
け

れ
ば
だ
め
だ
と
思
7
.

皆
ん
な
国
や
町
に
何
か
に
舶

っ
て
、

だ
れ
か
、
何
か
‘
円
分
以
外
に
求
め
て

い
る
。
だ
け
ど
、
頼
る
時
代
で
な
い
と

忠
、
-
他
人
よ
り
，H
い
生
活
を
し
た
け
れ
ば
、

自
分
が
努
力
す
る
よ
り
主
い
。
今
金
町

が
判
、
つ
た
め
に
は
、
今
金
町
民
皆
ん
な

が
努
力
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。

今
金
的
若
者
を
見
て
い
る
と
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
あ
ま
っ
て
い
る
.
皆
ん
主
何

か
を
し
た
い
、
た
だ
何
か
を
や
り
た
い

け
ど
自
分
の
生
前
な
ど
に
迫
わ
れ
て
.

お
金
も
う
け
と
言
う
か
自
分
内
生
前

円
安
定
の
た
め
だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
外
れ
て
し
ま
う
け
ど
、
伺

か
や
り
た
い
恭
い
述
中
町
暴
走
侠
だ

っ

て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
ま
っ
て
い
る
。
要

求
不
渦
で
あ

っ

て

三

十
岐
に
主

っ
て

特
に
感
じ
る
.
自
分
の
生
前
は
別
と
し

て
何
か
を
や
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

大
書

そ
れ
は
巧
え
る
.

少
な
く
と
も
引
か
に
し
て
や
ろ
一
7
・
そ

フ
い
、ヲ
気
持
ち
で
今
せ
い
一

一杯
の
お
金

を
使
っ
て
や
る
べ
き
だ
白

渡
辺

私
は
良
家
だ
か
ら
民
家
の
こ

と
し
か
わ
か
句
な
い
け
ど
、
別
来
に
も

同
地
が
い
る
‘
制
人
で
作
っ
て
も
だ
め

だ
。
や
っ
ぱ
り
あ
る
位
度
仲
間
を
つ
く

っ
て
仲
間
で
ま
と
ま
っ
た
祉
を
生
産
す

べ
き
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
仲
間
づ

く
り
か
ら
や
ら
な
い
と
野
草
団
地
に
し

て
も
で
き
な
い
。

行
政
と
か
農
協
で
踊
か
り
こ
う
い
ヲ

物
を
作
り
主
き
い
と
か
い
う
物
は
必
ず

と
つ
け
っ
て
良
い
ほ
ど
尖
敗
し
て
い
る
.

民
家
の
人
が
自
主
的
に
や
っ
た
も
の

が
帆
辺
に
の
っ
て
き
た
も
の
が
止
さ
く

主
っ
て
印
く
。

一
番
町
基
本
は
、
広
達
が
や
る
気
を

起
こ
す
と
守
口
つ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に

は
仲
間
づ
〈
り
て
あ
る
.
そ
れ
に
結
び

つ
く
か
ど
う
か
わ
か

句
な

い
が
既
成
の

間
体
が
州
々
向
も
の
が
今
金
に
あ
る
。
同

H
ク
ラ
ブ
と
か
背
年
会
議
と
か
が
あ
る
。

他
述
は
、
何
人
か
が
出
ま
っ
て
現
作

勉
強
会
を
や

勺
て
い
る
。
町
民
下
組
な

ん
か
、
婦
人
や
主
人
な
ど
が
自
分
町
趣

味
を
い
か
す
も
の
を
し
た
り
、
先
生
町

話
し
を
聞
い
た
~
リ
し
て
い
る
。

将
来
は
、
そ
う
い
う
も
町
が
組
織
に

発
出
し
て
い
け
ば
い
い
ヰ
と
仲
川
づ
く

り
を
し
て
い
る
。

今
は
、
仙
沼
ま

っ
て

い
る
だ
け
が
現
状

ま
ず
は
、
仲
間
づ
く
り
先
決
だ
と
目
う
。

野
菜
に
し
て
も
今
は
時
期
は
ず
れ
の

弁
村

だ
け
ど
、
そ
れ
は
す
ぐ
方
向
づ

け
ら
れ
る
で
し
ょ
う

.
例
え
ば
、

生
活
の
た
め
だ
と
か
さ
、
地
域
の
た
め

だ
と
か
.

天
沼

何
か
を
し
な
け
れ
ば
と
言
う
こ

と
は
分
る
け
ど
さ
、
こ
ん
な
小
さ
な
日

本
で
も
何
人
か
の
人
間
が
動
か
し
て
い

る
の
が
面
白
く
な
い
。

井
村

今
金
向
車
い
庄
中
は
、
自
己
尚

足
の
た
め
に
皆
ん
な
が
話
し
合
う
だ
け

で
も
い
い
ん
で
な
い
か

.

辻

迷
っ
て

い
る
時
代
で
す
よ
ね
。

司
会

「砂
を
括
れ
」
と
官
、
ヲ
テ
マ
に

皆
般
か
ら
お
し
か
り
を
長
け
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。

大

窟

こ

う
い
う
時
代
だ
か
ら
い
ろ
ん

主
夢
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
な
い
か
と

忠

1
五
年
十
年
同
先
内
併
を
見
て
、

そ
れ
が
峨
み
重
ね
と
な
っ
て
、
銘
柄
の

よ
う
に
、
こ
の
先
何
年
か
か
る
か
わ
か

ら
な
い
け
ど

。

井
村

こ
れ
だ
け
の
人
聞
が
集
ま
っ
て

も
、
じ
ゃ
が
苧
円
前
か
し
方
だ
け
で
も

こ
れ
だ
け
の
話
題
が
あ
る
で
し
ょ
う
.

こ
れ
が
町
民
管
ん
立
に
楠
々
の
陥

を
し
て
も
ら
う
と
も
っ
と
山
て
く
る
と

思
う
な
。

阿
知
波

皆
ん
な
担
川
は
沢
山
あ
る
の

だ
け
と
.
発
展
し
な
い
所
ほ
ど
似
山
あ

る
ね
。
派
手
な
言
葉
と
か
、
新
し
い
こ

と
を
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

雰
岡
気
が
あ
る
。

ど
こ
そ
こ
の
雄
れ
か
さ
ん
は
こ
ん
な

栴
貯
を
し
て
事
い
て
い
た
と
か
、
品
目
ん

も
の
は
な
い
.
た
か
ら
あ
ま
り
無
理
を

し
て
も
だ
め
だ
。
町
来
団
地
J
U
動
い

て

き
て
お
り
、
述
作
附
阿
川
町
け
な
ど
に
よ
っ
て

質
か
悪
〈
主

っ
て
き
て
い
る
。
だ
カ
句

と
2
っ
て
、
必
ず
し
も
可
能
性
が
な
い

取
で
な
い
の
で

一
当
懸
命
ゃ
ん
な
け
札

ば
な
ん
な
い
と
思
7
0

広
下
、
同
じ
よ
う
な
人
ば
か
り
が
集

ま
っ
て
訓
し
し
て
も
マ

ン
ネ
リ
化
し
て

し
ま

1
多
分
に
は
、
職
主
的
巡
っ
た

人
と
同
訓
し
を
聞
く
こ
と
も
』
市
に
い

い
こ
と
だ
と
也
う
ね
。

司

会

俺

が

む
つ
べ
き
で
辛
い
け
ど
、

地
4
で
生
産
し
た
も
町
は
全
部
中
火
市

場
に
出
荷
し
て
し
ま
う
。
そ
し
て
逆
に

向
う
か
ら
仕
入
れ
、
山
い
物
が
地
元
で

O
L
」勺
れ
る
、
地
元
生
産
的
む
の
を
地
元

で
前
山
口
で
き
な
い
の
か
と
た
え
ず
疑
問

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
良
い
物
は
中
央
市
場
に
出
仰
し

地
一正
川
山
口
は
微
々
た
る
量
だ
と
思
い
ま

す
が
安
く
て
児
昧
し
〈
新
鮮
主
物
が

d 

な
内
に
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
み
た
い
な

耶
が
そ
れ
が

一
番
無
難
な
み
た
い
な

こ
と
で
暮
ら
し
て
い
る
の
で
な
い
か
と

思
う
ん
だ
け
ど
.
そ
う
い
う
凹
合
同
時

さ
み
た
い
な
も
の
を
恨

っ
こ
に
あ
る
み

た
い
な
気
が
す
る
。

逃
準
的
年
に
し
た

っ
て
、
内
輪
で
ご

も
こ
も
し
て
い

る
。
ぱ
っ
と
し
た
柱
が

主
い
.
管
ん
な
い
い
と
思
う
こ
と
で
も

つ
ぶ
し
て
し
ま
お
ヲ
と
言
う
雰
囲
気
の

中
で
世
寵
さ
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
智
ん
立
が
不
満
ば
か
り
を
持

っ
て
い
る
.

自
分
速
は
、
何
を
や
っ
て
い
る
の
か

と
官
う
と
そ
う
い
ヲ
物
に
押
し
つ
ぶ
さ

れ
て
い
る
.
さ
っ
き
も
誰
れ
か
が
や
っ

た
ら
や
る
と
か
、
自
分
よ
り
他
に
良
〈

立
っ
て
く
れ
た
ら
私
も
そ
れ
に
悦
車

し
ま
す
け
と
、
今
は
私
は
そ
れ
に
は

行
き
ま
せ
ん
と
、
皆
ん
主
が
そ
う
主
ん

じ
〈
な
い
か
と
百
う
気
が
す
る
。

辻

農
家
の
人
的
事
を
考
え
る
と
、

一
年
か
か

っ
て
そ
こ
ま
で
行
き
清
け
る

か
と
言
う
と
や

っ
ぱ
り
最
初
手
が
け

る
人
は
恐
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

ね

.
そ
こ
で

一
つ
で
も
実
に
な
れ

ば
良
い
の
で
し
ょ
う
け
ど
、
商
人
的
場

A
円
、
資
金
を
つ
き
込
み
、
新
し
い
機
械

を
入
れ
る
と
か
病
制
改
装
を
す
る
の

と
同
じ
に
、
か
か
る
ま
で
は
大
変
で
、

良
心
不
の
お
で
も
同
じ
で
し
ょ
う
ね
。

渡
辺

そ
れ
は
そ
う
で
す
。
皆
ん
な
で

何
か
を
や
ら
な
い
か
と
言
っ
て
も
‘
お

前
や

っ
て
見
れ
や
、
そ
う
い
う
感
じ
だ

( 10) 

地
元
に
提
供
で
き
れ
ば
と
思
う
。

南
川

且
も
つ
く
づ
く
思
う
.
農
協
の

坑
占
で
洞
爺
に
税
務
に
行
っ
た
の
で
す

け
ど
‘
カ
ボ
チ
ャ
の
は
場
を
見
て
き
た

ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
し
た
ら
一
本
に
成

わ
せ
ほ
う
だ
い
成
ら
せ
て
も
向
う
は
先

れ
る
と
一
一
u
つ
ん
で
す
。

山払述
は
、
品
質
が
い柿
ち
る
の
で
一

本

に
三
制
以
上
は
成
ら
さ
な
い
で
一正
成
り

の
も
の
を
吟
味
し
て
出
桁
し
て
も
た
た

か
札
て
し
ま
う
.
品
叫
刷
主
の
か
、
ど
っ

し
て
な

の

か

.

今
金
円
商
業
の

万
が
利
用
し
て
く
れ
れ
ば
と
思
う
。

間
工
汗
年
部
と
か
牒
協
何
年
部
と
か

背
年
会
議
の
団
体
と
し
て
仲
間
づ
く

り
に
活
動
し
て

い
る
の
で
し
ょ
う
け
ど
、

そ
の
中
で
そ
う
い
う
生
産
と
の
つ
な
が

リ
を
も
て
れ
ば
と
い
つ
も
思
う
ん
で

す
よ
ね
。

料
理
屋
さ
ん
の
天
ぷ
ら
一
つ
に
し
て

も
サ
ラ
ダ
町
材
料
に
し
て
も
、
使
え
る

よ
う
な
も
の
て
も
指
て
て
し
ま
う
こ
と

， 
' 

地力増進、土地基盤的整備がさりばれ

ている今、 馬による客土も珍 L(、白
石町よ固さん

(11 ) 



が
愉
し
い
と
思
う
。

そ
う
い
ヲ
品
で
も
出
資
し
て
も
ら
え

る
と
農
家
と
商
業
と
が
手
を
と
っ
あ
え

る
よ
う
な
町
に
な
っ
た
ら
、
素
晴
ら
し

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

井
村

商
人
は
売
れ
な
け
れ
は
ど
う
し

よ
ヲ
も
主
く
‘
一
般
消
費
者
が
喜
ん
で

到
っ
て
も
ら
え
る
品
、
商
売
と
な
る
と

お
互
い
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
.
品
質

が
恐
け
れ
ば
安
く
す
る
か
、
何
か
が
な

け
れ
ば
生
産
省
と
耐
人
が
お
互
い
に
鋒

が
主
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
.

一
致
団
結
し
て
、
今
金
市
場
が
あ
っ

て
も
い
い
と
思
う
.
市
肌
明
か
ら
小
究
明

に
売
ら
れ
る
や
り
方
で
主
い
と
地
元
町

物
を
売
る
と
い
う
こ
と
は
無
理
で
な
い

か
と
mb-
ヲ
。

渡
辺

何
年
か
前
に
む
言
っ
た
こ
と
が

あ
る
.
最
初
の
一
年
や
二
年
で
良
い
町

菜
を
作
れ
な
い
が
各
股
家
の
野
菜
を
集

め
る
と
か
な
り
の
い
M
に
な
る
と
叩
~
っ
し
、

ど
こ
か
に
集
荷
場
を
つ
く

っ
て
瀬
棚
舶

に
ど
町
位
内
野
菜
町
並
が
あ
る
か
澗
べ

て
附
刑
判
刊
し
、
町
内
で
梢
世
で
き
る
も
の

は
消
費
し
て
品
質
向
悲
い
も
の
は
安
く

先
れ
た
と
い
ヲ
自
党
が
必
要
で
も
あ
る
。

だ
ん
だ
ん
上
手
に
な

っ
て
〈
る
だ
ろ

う
し
、
上
手
に
良
〈
な
っ
た
ら
市
場
に

流
す
と
い
う
方
法
が
必
要
だ
と
忠

1

井
村

悪
い
品
物
で
も
友
達
だ
か
ら
民

っ
て
や
ろ
う
か
主
ど
と
言
う
気
持
ち
で

は
お
互
い
に
つ
ぶ
れ
て
し
ま
ヲ
。

流
通
機
桃
を
ち
ゃ
ん
と
し
な
い
と
だ

め
だ
.
今
金
は
今
金
で
消
費
す
る
に
も

一
防
相
を
結
び
、
俺
述
内
村
づ
〈
つ
の

た
め
に
俺
述
町
生
前
の
た
め
に
努
力

し
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
古
う
、
フ
ァ
イ

ト
が
相
聞
き
お
こ
り
つ
つ
あ
る
.

こ
の
不
況
が
‘
自
分
注
を
慌
り
返
る

い
い
切
っ
か
け
で
な
い
か
と
思
ヲ
。

こ
れ
か
ら
は
、
人
間
性
的
問
題
で
な

い
か
と
、
生
産
コ
ス
ト
を
下
げ
る
に
し

て
も
機
械
の
共
同
購
入
に
し
て
も
、
共

同
経
営
に
主
っ
て
し
ま
っ
。
こ
れ
か
ら

の
若
者
同
志
が
集
ま
り
共
同
で
や
ろ

う
じ
ゃ
な
い
か
と
古
っ
て
も
附
単
な
気

持
ち
で
は
で
き
な
い
.

私
述
も
十
年
近
く
に
主
り
ま
す
が
背

面
か
ら
始
め
て
、
こ
こ
ま
で
や

っ
て
き

ま
し
た
.

自
分
だ
け
で
な
〈
.
相
手
を
も
慈
し

み
あ
わ
な
か
っ
た
ら
共
同
主
ん
て
絶
対

に
で
き
な
い
.

最
終
的
に
は
じ
ゃ
が
い
も
に
も
ど

っ
て

し
ま
っ
け
ど
全
国
的
組
織
で
動
か
せ
る

も
の
は
殺
す
訳
に
は
い
か
な
い
。

渡
辺

お
か
し
な
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
私
等
は
安
く
て
も
い
い
と
思
っ

て
い
る
ロ
先
進
地
町
商
品
と
で
は
品
質

が
逃
う
し
、
で
も
そ
こ
の
商
品
と
同
ヒ

値
段
で
取
仰
い
を
し
よ
ヲ
と
す
る
園

先
進
地
商
品
価
柿
と
同
じ
で
な
〈
て

も
い
い
で
な
い
か
と
思
う
.

井
村

俺
述
が
生
き
て
生
く
た
め
に
は

利
械
が
主
け
れ
ば
商
売
は
て
き
な
い
.

そ
ん
な
慈
丹
市
監
を
し
て
い
る
問
先

は
主
ぃ
.
価
怖
が
あ

っ
て
間
品
が
あ
る

訳
で
は
な
い
。
品
質
が
あ

っ
て
値
段
が

で
て
く
る
と
忠
一
三

辻

消
費
者
向
側
に
す
る
と
、

二
つ

の
I
H
い
方
カ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
使
い

道
に
よ
っ
て
は
、
松
高
の
品
を
と
い
う

の
と
、
形
と
ロ
山
一
切
が
多
少
悪
く
て
も
昧

が
良
く
新
鮮
で
安
い
も
の
で
あ
れ
ば
と

い
う
民
い
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
.

せ
っ
か
く
作
っ
た
物
を
品
川
て
ら
札
る

と
か
下
数
料
に

L
主
ら
主
い
よ
う
な
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
う
し
、
的
問
日
者
向

希
到
に
よ
っ
て
口
っ
て
も
ら
ヲ
や
り
万

と
か
、
内
同
協
の
則
市
方
式
で
計
い
人
が

何
人
か
が
共
同
で
何
か
の
手
段
で
万
法

を
4
4て
見
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
ね
。
規
格
品
と
の
昧
円
違
い
が
主
け

れ
ば
満
足
し
て
口
う
人
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。そ
一
ヲ
い
う
試
み
を
年
に

一

二
回
や

っ
て
見
て
は
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。

相
手
へ
町
思
い
や
り
が
あ

っ
て
、
仲
間

川
が
成
立
し
、
よ
り
良
い
J
H
燥
が
で
き

る
の
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
.

こ
れ
か
ら
も
う
け
よ
う
じ
ゃ
な
い
か
、

良
い
仲
間
づ
く
り
を
モ
y
ト
!
と
し
て

い
け
ば
、
こ
れ
か
ら
ま
だ
ま
だ

S
が
拐

く
の
で
な
い
か
、
牒
家
で
生
ま
れ
育
っ

て
き
て
、
昔
と
今
町
内
陣
家
と
で
は
ず
い

ぶ
ん
と
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

昔
の
お
爺
ち
ゃ
ん
お
婆
ち
〈
ん
に
附

い
た
良
家
は
、
村
づ
く
り
の
た
め
と
し

て
隣
と
隣
と
が
和
を
も
っ
て
や

っ
て
き

た
.
今
は
俺
さ
え
良
け
れ
ば
い
い
時
代

だ
と
い
ヲ
感
ヒ
に
主

っ
て
き
て
い
る
.

キ
う
で
な
〈
.
こ
れ
が
日
本
州
刷
業
内

紛
仲
、
法
上+
で
な
い
か
、
村
づ
く
り
の

た
め
に
少
々
の
犠
牲
が
あ
っ
た
っ
て、

利
益
が
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
.

何
市
中
に
も
替
え
が
た
い
利
益
と
い
う
の

が
、
人
と
人
と
町
制
と
い
う
か
仲
間
づ

く
り
で
な
い
か
そ
の
た
め
に
も
部
活

だ
け
で
主
く
、
商
工
背
年
部
と
か
民
協

青
年
部
と
か
が
消
費
者
の
立
場
か
ら
君

見
町
交
換
を
し
た
り
、
村
全
体
が
町
全

体
が
仲
間
を
と
り
も
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
良
い
町
も
何
も
で
き
な
い
の
で
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

大
意

求
的
て
い
る
も
の
は
そ
こ
だ
け

ど
ね
。

渡
辺

資
本
主
義
相
会
的
中
で
共
同
を

や
っ
て
ゆ
く
町
は
雌
し
い
よ
ね
.

南
川

共
同
峰
山
山
は
い
い
こ
と
は
わ
か

り
つ
つ
共
同
を
い
か
に
持
続
し
て
い
〈

か
と
い
う
こ
と
の
掛
け
つ
は
在
、
相

内
同
協
の
仕
組
み
が
わ
か
り
ま
せ
ん
け

ど
農
協
と
い
う
と
デ
パ
ー
ト
と
い
う

感
じ
し
か
主
い
。

渡
辺

私
達
が
作
っ
て
民
協
が
売
る

事
に
主
る
巴
民
協
は
俺
達
が
つ
く
っ
た

牒
協
な
ん
だ
よ
ね

。

個
人
的
に
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
売
る
こ

と
は
で
き

4
ぃ。

州同
家
が
作
っ
た
物
を

農
協
が
売
る
内
同
協
で
売
る
も
の
が
梢

官
名
に
口
い
や
す
〈
す
る
こ
と
で
、
牒

協
を
変
え
て
ゆ
か
主
け
れ
ば
な
ら
な
い

と川

P
1

辻

シ
イ
タ
ケ
に
し
て
も
日
っ
て
く

る
と
厚
山
部
品
協
の
レ

y
テ
ル
で
あ

っ

た

り

つ

ヲ

ん

と

m
思
っ
ち
ゃ
‘
ヲ
.

や
っ
ぱ
り
、
向
分
的
町
の
も
の
を
優

先
的
に
食
べ
た
い
と
達
観
的
で
は
な

い
の
か
と
思
っ
て
し
ま
す
。

北
柏
山
町
の
水
仙
川
滑
り
に
行
く
と
、

若
松
山
肱
協
の
青
年
が
ン
イ
タ
ケ
を
売
っ

て
い
る
。
今
金
で
も
そ
れ
〈
ら
い
の
闘

魂
が
あ

っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
ね
@

井
村

山
分
の
作
っ
た
物
に
作
り
が
必

相
官
だ
と
川
ザ
っ
.
此
叫
を
よ

っ
て
い

っ
た

人
述
だ

っ
て
今
金
と
い
う
柄
下
を
比
る

と
俄
し
い
と
足
っ
し
、
そ
っ
い
ヲ
人
述

と
の
幹
と
行
っ
か
桜
山
を
も
っ
必
要
が

あ
る
と
思
う
。

そ
れ
等
町
人
速
が

ι伝
も
し
て
く
れ

る
し
、
買
っ
て
も
〈
れ
る
と
思
う
.

こ
の
座
談
会
も
地
方
に
出
た
人
達
を

も
入
れ
て
や
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
も

っ
と
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
ヲ
か
。

し
か
な
い
の
で
は
な
い
か

井
村

他
は
今
金
に
生
き
て
い
る
。

一

生
町
内
に
悔
い
な
〈
什
分
が

一
t司懸

命
生
き
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
子
供
述

に
千
本
と
屯
り
、
せ
め
て
、
白
分
内
子

供
だ
け
に
は
凹
合
に
い
て
も
生
活
が

で
き
る
町
で
な
い
か
。

部
会
に
昭
札
ぱ
盟
か
な
生
活
が
あ
り
、

回
合
に
は
盟
か
也
生
活
が
な
い
の
か
。

大
越

生
き
が
い
で
は
な
い
か
、
生
き

が
い
町
あ
る
人
は
キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る

で
し
ょ
う
。
人
生
に
仕
事
に
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
、
や
っ
て
い
る
と
い
う
貨
任

感
と
い
う
も
町
を
持
っ
て
い
た
ら
も
っ

と
明
る
〈
な
る
の
で
な
い
か
.

阿
知
渡

問
し
内
股
を
折
る
か
も
知
れ

な
い
が
.
も
っ
と
ハ
チ
ャ
メ
チ
ャ
に
な

っ
た
万
が
い
い
と
思
う
.

皆
ん
な
が
世
帯
生
す
ぎ
優
等
生
に

さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
か
、
兵
端

児
と
い
っ
か
、
拙
例
的
む
の
が
出
て
く

る
の
で
な
い
か
。

農
作
業
な
ど
で
は
力
を
合
わ
せ
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
け
ど

例
え
ば
、
今
金
な
ら
今
金
同
町
を
見
た

場
合
に
、
も
っ
と
拍
倒
的
志
向
が
い
て

も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
.

大
越

教
育
的
問
主
ん
か
で
は
難
し
い
.

今
町
救
出
日
と
い
う
の
は

一
目
し
た
と

ニ
ろ
が
あ
り
ま
す
.

阿
知
波

今
金
に
住
ん
で
い
る
同
組
生

に
し
て
も
口
で
は
仲
が
eH
い
と
か
、

今
金
を
置
し
て
い
る
と
か
訂
う
け
ど
、

突
は
、
し
か
た
が
な
く
古
っ
て
い
る
方

芙
沼

そ
う
い
う
立
伝
は
必
裂
だ
と
思

う
.
地
元
出
身
者
と
の
ク
ラ
ス
会
的
立

感
じ
で
町
外
に
出
た
人
述
に
支
え
を

求
め
て
印
く
と
か
、
立
伝
が
ま
ず
第
一

だ
と
思
い
ま
す
。

辻

例
え
ば
、
函
館
札
帆
、
室
蘭

と
い
っ
た
所
に
、
連
絡
所
が
あ
っ
て
、

彼
絞
で
き
れ
ば
、
告
理
を
ど
う
す
る
か

は
難
し
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
け
と
ね
。

渡
辺

阿
知
波
さ
ん
な
ん
か
は
、

一
段

向
い
所
で
生
前
し
て
い
る
か
ら
、
生
活

と
か
人
生
感
と
か
が
泊
、
つ
の
で
は
也

、.
i

。

ー

ν
カ
右特
ん
な
ド

ッ
と
主
い

阿
知
波

ち

ょ

っ
と
気
に
な
る
と
い
っ

か
、
さ

っ
き
か
ら
話
し
を
聞
い
て
い
た

の
だ
け
ど
、
特
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

協
力
し
て
、
町
を
間
か
に
し
よ
う
だ

け
ど
笠
か
に
な
っ
た
ら
、
洗
練
さ
れ
る

か
、
盟
か
な
町
に
な
る
の
か
、
盟
か
に

な
っ
た
ら
特
ん
な
が
幸
制
な
の
か
、
盟

か
に
な
っ
た
ら
今
金
は
い
い
町
だ
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
か
、
主
ん
ぽ
州
u
か
に

主
っ
て
も

一
紡
の
と
こ
ろ
は

一
一
時
立
町

で
主
い
カ
と
忠
ヲ
.

今
ニ
ヲ
し
て

M
る

F
に
ど
れ
だ
け
の

誇
り
を
持
っ
て
い
る
の
か
が
大
事
で
は

主
い
か
と
い
っ
%
が
す
る
。

南
川

副
艇
は
こ
の
三
年
連
続
的
不
作

が
私
自
身
に
と

っ
て
す
ご
〈
良
か

っ
た

と
思
う
。
な
ぜ
か
と
言
、
っ
と
、
こ
の
ま

ま
で
い
く
と
自
分
左
い
つ
者
が
外
か
ら

の
圧
力
だ
け
で
動
か
さ
れ
て
自
分
自

身
を
振
り
返
え
る
回
っ
か
け
を
、
我
が

が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
他
は
、
今
金

を
宜
し
て
い
な
い
と
は

っ
き
リ
古
っ
た

万
が
い
い
の
か
も
如
札
な
い
。

こ
ん
な
町
を
い
つ
拾
て
て
も
い
い
ん

だ
か
ら
俺
は
こ
ヲ
し
て
生
き
て
い
る
ん

だ
と
言
う
方
が
お
も
し
ろ
い
。

辻

仕
事
と
い
う
か
な
進
ち
す
る

に
し
て
も
自
分
で
本
当
に
や
ら
な
け

れ
ば
主
ら
な
い
の
だ
と
い
う
考
え
方
か

ら
す
れ
ば
、
自
然
に
郷
土
を
置
す
、
仲

間
を
愛
す
と
い
う
か
、
そ
れ
が
主
け
れ

ば
打
ち
こ
ん
で
ゆ
け
な
い
の
て
な
い
か
。

打
ち
こ
む
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
が
棋
盤

と
し
て
導
か
な
く
て
も
周
聞
が
あ
る
と

が
、
山
分
町
輪
車
、
職
場
を
宜
し
て
や

っ
て
い
る
か
こ
ん
主
小
さ
宮
町
に
住

ん
で
土
地
に
な
じ
ん
で
、
そ
こ
の
人
間

に
主
り
き
る
と
そ
れ
が
自
然
に
そ
う
な

リ
そ
の
法
擦
が
あ
る
か
ら
自
分
が
あ

る
ん
だ
み
た
い
な
も
の
が
、
自
分
の
A

守

的
立
場
、
職
業
を
大
切
に
し
て
い
け
ば

自
然
に
郷
土
霊
が
出
て
く
る
と
巾
ヤ
っ
。

当
初
今
金
に
き
た
時
、
お
搭
り
の
肝

き
な
町
だ
と
思
っ
た
こ
と
。
ウ
イ
ン
ド

ンヨ

y
ピ
ン
グ
の
で
き
な
い
.
プ
ラ
y

と
捗
〈
所
が
な
い
と
い
う
か
考
え
る

場
所
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
淋
し
い
気

持
ち
が
ま
だ
あ
り
ま
す
ね
.

何
か
を
作
れ
ば
と
い
う
脈
盟
を
こ
め

て
な
る
ん
で
主
い
か
と
叩
乍
っ
.

天
沼

仲
間
づ
〈
り
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
ヲ
の
で
は
也
く
て
、

仲
間

に
主
ろ
っ
と
い
う
の
で
い
い
の
で
な
い

カ

じa

家
同
生
活
を
銀
り
返
え
る
こ
と
主
〈
終

っ
た
の
で
は
主
い
か
と
思
う
.

作
ら
れ
た
生
活
そ
の
ま
ま
で
一
番
町

最
盛
期
を
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で
は

三
年
連
続
的
凶
作
で
生
活
は
苦
し
〈
な

っ
た
こ
と
は
事
実
な
ん
で
す
け
ど
も
私

達
に
と
っ
て
良
か
っ
た
の
で
は
と
気
が

し
ま
す
。

苦
し
い
か
ら
各
々
の
共
同
町
力
を
借

り
、
知
市
山
を
絞
り
、
こ
れ
か
ら
は
な
お

(12) 

井
村

ぱ
か
均
し
い
併
を
一
生
懸
命
に

や
っ
て
ば
か
ら
し
い

F
に
お
企
を
か

け
て
や

っ
た
っ
て
い
い
町
で
主
い
か
.

阿
知
波

今
金
町
に
住
ん
で
い
て

一
帯

今
金
町
民
ら
し
い
人

っ
て
時
い
の
で
な

い
か
と
恕
保
す
る
と
思
う
。
実
は
、
そ

の
反
而
、
自
分
も
そ
う
主
っ
て
い
る
a

ば
か
ら
し
い
事
を
や
っ
て
い
る
と
あ

い
つ
は
馬
鹿
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
と

邸
で
笑
っ
て
い
る
の
が
今
金
町
民
ら
し

い
の
で
な
い
か
園

派
手
で
な
く
、
今
金
町
民
ら
し
く
制

は
そ
と
暮
ら
し
て
い
く
み
た
い
字
、
爺

さ
ん
や
父
さ
ん
が
作
り
上
げ
た
も
の
に

し
が
み
つ
い
て
、
プ
ソ
ブ
ツ
官
い
な
が

ら
大
き
く
な

っ
て
い
く
み
た
い
な
、
そ

ん
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

天
沼

父
述
は
、
父
と
干
と
型
混
同
名

町
も
と
に
ユ
ト
ピ
ア
を
求
め
て
ニ
こ

に
き
た
の
だ
け
ど
、
そ
の
時
向
精
神
は

刷
拓
し
て
い
い
十
地
に
し
よ
う
と
い
う

開
拓
精
神
が
あ
っ
た
。
で
も
、
今
は
や

る
こ
と
が
な
い
.

渡
辺

四
H
と
か
背
年
団
活
動
で
柏
山

町
海
岸
沿
い
と
交
流
が
あ
る
が
、
向
こ

う
の
人
は
惜
絡
が
明
る
い
.

ニ
っ
ち
は
附
く
理
屈
が
多
い
‘
そ
の

制
り
に
は
、
今
金
は
文
化
と
か
教
育
と

か
、
ス
ポ
ツ
と
か
は
践
ん
だ
け
れ
ど
園

教
育
文
化
施
股
と
い
う
か
団
体
は
め
だ

た
な
い
.

井
村

柏
好
い
い
こ
と
ば
か
り
を
俺
述

は
言
っ
て
い
る
ん
だ
よ
な
。
実
際
は
、

何
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
何
も
や

(13) 



っ

て

い

な

い

け

ど

.

阿
知
捜

そ
う
い
う
喪
紫
が
あ
る
か
ら

私
逮
は
手
を
と
り
あ
っ
て
生
き
て
ゆ
く

と
い
、
ヲ
カ

。

弁
村

今
ま
で
の
話
し
が
ポ
ロ
ポ
ロ
と

納
札
て
し
ま
う
よ
ね
。

ア

ハ

ハ

一

同

大

笑

い

。

阿
知
捜

そ
う
い
う
意
摘
は
す
ご
く
大

事
な
ん
だ
よ
ね
、
そ
う
い
う
物
町
中
か

ら
出
た
芽
を
摘
み
と

っ
て
し
ま
う
み
た

い
な
、
今
金
み
た
い
な
、
倒
、え
ば
そ
う

い
う
町
に
居
る
ん
だ
か
ら
、
山
払
等
は
脱

が
暗
い
ん
だ
と
立
ち
あ
が
っ
た
者
が
眼

が
明
る
い
み
た
い
な

。

天

沼

私

達
が
や
っ
て
い
る
こ
と
に
自

信
と
誇
り
と
い
う
か
、
今
金
町
で
皆
ん

2商

本
画
商
商
阿
国
両
国
間

団

1

2

2

日

1

1

2

2

I kg 

な
と
一
緒
の
こ
と
を
や

っ
て
い
る
が
、

他
は
好
き
で
な
い
ん
だ
よ
ね
。
新
し
い

こ
と
を
や
り
た
い
、
や
り
た
い
け
ど
白

沼
が
な
い
だ
け
で
止
を
つ
け
て
〈
れ
る

ノ

人
が
い
な
い
.
そ
札
だ
け
の
こ
と
だ
と

思
う
.
新
し
い
人
間
的
入
れ
替
え
と
い

う
か
開
拓
に
入

っ
て
き
た
と
き
は
夢
が

あ
っ
た
と
思
う
.

固
ま
っ
て
し
ま
っ
た
人
聞
の
変
え
よ

う
が
な
い
。

辻

新
し
い
も
町
を
こ
こ
に
も
っ
て

き
て
も
、
気
候
風
土
に
な
れ
る
ま
で

組
応
性
を
考
え
る
と
、
そ
こ
で
生
ま
れ

有

っ
た
人
が
土
地
と
の
順
応
性
が
あ
り

一
番
で
な
い
か
と
思
う
。
新
し
い

こ
と

も
た
し
か
に
必
裂
だ
と
は
思
う
け
ど
。

広
報
係
町
企
画
に
吋
し
心
よ
く
お
受

盟寄凶

生活貸付資金

盟労閣

議来たすけあい

小百合保有岡

光町皇学[組

H 

M 

H 

M 

H 

M 

M 

H 

H 

井
村

「
い
い
べ
や
」
と
い
つ
こ
と
が
嫌

い
な
言
葉
な
ん
だ
よ
ね
.

や
る
な
ら
町
鹿
に
企
っ
て
徹
底
的
に

や
る
べ
き
だ
と
思
う
.

南
川

あ
る
緯
度
内
年
齢
に
な
る
と
慎

重
に
な
る
。
若
い
内
は
口
険
が
楽
し
い

と
忠

1
日
険
を
の
り
切
る
自
信
が
な

く
な
る
.

阿
知
波

安
協
し
て
い
〈
事
が
正
し
い

と
思
う
か
、
古
川
川
的
だ
と
か
思
わ
れ
て

い
る
面
が
あ
る
.
自
分
が
や
る
と
い
う

所
で
生
き
て
い
〈
上
で
、
自
分
何
万
志

と
い
う
か
、
問
題
の
も
ち
か
た
が
大
事

だ
と
尽
っ
.

け
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
こ
の
紙
耐

を
も
っ
て
原
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
.

座
談
合
同
内
容
に
つ
き
ま
し
て
、
細

部
詳
細
に
柑
峨
し
た
い
円
で
す
が
紙
面

内
関
係
か
ら
一
部
カ
y
ト
し
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
の
で
ご

7
吊
問
り
た
く
存

a 

じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
企
闘
が
町
内
皆
織
に
対

し
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
が
よ
り
良
い
町

づ
く
り
や
郷
土
町
発
展
に
、
何
か
の
参

4
に
な
れ
ば
と
係
は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

(14) 

八雷税務署

確定申告の相談
日程のお知らせ
b日時

E月23，241:1の剛 [1

午前10時から午後4時まで

b場所

役場会議室て・行います。

b相談 に必要なもの

1 事業所得的計算件、収入金

瓶 、必1長持1そのわかるもの
2 砿定申告性用紙

3 . 脱 ~;t徴収媒

4 生命保険料及び火災保険料

の支払証明都

5. l剖t，健療保険、 l型民年金の

支払宮町のわかるi!f町t

6 その他各組掠除に必嬰な{IHfi

7 印かん
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盟帰国

w 

光同盟乍剛
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w 
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光 町 ~Il q~ 11副

歳未たすけあい

盟舟睡l

H 

ポラノテ，7<ノター

盟 J:t- 閣

" n 

M 
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小百合保有聞

光町主学自副

g:t得幽

I R柄

正壬

同

咽

川

向

前

副
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幽1"1 
M 

88枚

金

今金

:峡fI.
今 金

尚美町

引 T~v，t

明町

京町

旭町

函館前

江l'町
H 

H 

神 丘

Aミ1:4町
八幡町

昭和町

村i 丘

.f~I.ζ闘r

大成町

市栄町

欄聞

今

k

hr
喰

J

1

6

 

:勝好

n 

糊棚

今金

昭和町

W 

'"広町
盛岡市

今金

本町

北楠山

旭町

今金

今金

今金

北楠山

4市
少 5.000円

少20.ooorq

"30 曲。f~

少 8.0∞円

少 3，000P:J

(11ジュス

リンゴ

パナナ

コーラ(日}

モチ米

ヲ 7/タ(H)
サイダー

サイダー

サイダ -

P3醐円
みかん

(少 3剛同
調味料

('97目円
ヲア ンタ l 剖

みかん l尚

みカん l面

みカん 1尚

2日!日i労働移臼

お東'* し 1尚

少 5凹 Dlf]

少 3.0曲円

少 5.000PI

少10.OOOIJ:j

みかん

みかん

みかん

米

，み カ、 ノャ

りんご

少 5.000問

少 3.000II]

ft 10，岨OPI

9μ3冊。同

少 3，000PJ

"10曲 OI:qr2醐円
ヂ 2.000P:J

C5醐円
必むつ

デ 5曲Op-]

! 大州支釘むつ
'1、 144ft

l川 町 WJ
ヂ31.901円

お~ r 50袋
〆縄師 l制

労働本 U: 2時IlIJ

C10剛円
少 10曲 OP:J

"10αlO円
みかん

少20.ωOP"J

.，. 30.0001J:j 

少20.00O]1J

{タオル
みかん

少 3，OOOFI:J

~， Al!ソハ 25人前

l'8醐円
少 5的0円

少 3.000[1J

桝1

今

クッキノグザークル

新日本婦人の会今金支都

醐棚町老人クラブ

今金柑入金

大企啓太郎

H 

佐々木金物広

袋江好道

今金ライオンズクラブ

飯田呉似広

両坂情 ー

松升ハナ

役場制民組合

今金町

今企掛人会

出 ~I ;' 子

I:l~ 賢官 rJi

耐栄町

金

金

来

型

川

今

制Jl[ IJ 

今金町背年団連柿協議
t. 

“ 
今金三味線愛昨会

今 村 浩

秋田正夫

タテダ住蝿

間織見初予

旋品アイ

絵ぷ Y ナ

尾形町栄

出法 金弥

古防相夫

前品 11，¥ 松

l' 岡イ手 11
安藤 穆

大塚凡夫

i;i 国有国

大 u 碑太郎
熊谷和子

児玉 l凶了

大野敏巳

山北 紀義

柄欄老人クラプ

役場開 H*Jl合

i~ 

ハU
aコ
用
か
ら
ス
タ
ー
ト

h
U
鹿

本格的な高齢化社会にそなえて
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本
格
的
怠
高
齢
化
社
会
の
到
来
を
前
に
、
今
後
、
国
民

の
老
後
の
健
康
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
ゆ
く
か
l

|
政

府
で
は
こ
こ
数
年
巳
わ
た
り
横
討
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

こ
の
二
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る

『老
人
保
健
制
度
』
は、

こ
の
よ
う
な
模
討
の
結
果
生
ま
れ
芝
全
く
新
し
い
制
度
で

すっ
老
人
保
健
制
度
は
、
壮
年
感
か
ら
の
総
合
的
な
保
健
対

策
を
推
進
し
、
国
民
ガ
健
康
怠
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う

に
す
る
と
と
も
に
、
老
人
の
医
療
費
を
国
民
ガ
公
平
巳
負

担
す
る
こ
と
を
主
な
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
『
老
人
保
健
制
度
』
創
設
の
背
景
と
、
そ
の

主
な
内
容
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

=三Z
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実
際
の
医
療
の
受
け
か
た

老
人
保
健
制
皮
肉
医
療
に
つ
い
て
ぜ

ひ
知

っ
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
内
を

ま
と
め
て
み
ま
し
ょ

ヲ図

医
療
の
対
象
者

老
人
保
健
町
医
療
は
、
七
十
歳
以
上

町
加
入
者
お
よ
び
六
十
五
級
以
上
七
十

歳
未
満
で
寝
た
き
り
な
ど
白
北
悠
に
あ

る
医
療
保
険
の
加
入
者
が
対
象
と
主
り

ま
す
。

だ
だ

L
.
六
十
五
成
以
上
七
十
歳
未
尚

町
人
に
つ
い
て
は
、あ
ら
か
じ
め
寝
た
き

り
な
ど
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
市
町
村

長
町
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ん段目
]

〈
一
般
図
書
}

問

松

和

夫

H
薄
氷
を
踏
む

西
村

舟
行

H
鬼
狂
い

ポ

ブ

ラ

ン
ド
ル

N

コ
l
リ
ン
ク

エ
ド
ウ

ィ
ン

e
O

ラ
イ
ン
ャ
ワ

l

日
日
本

へ
の
自
叙
伝

健
康
手
帳
の
交
付

医
療
は
七
十
政
の
誕
生
日
ま
た
は
寝

た
き
り
な
ど
の
状
態
に
あ
る
旨
の
認
定

を
受
け
た
月
の
凱
月

(認
定
を
受
け
た

日
が
月
町
初
日
で
あ
る
場
合
は
そ
の
月
)

か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
.

今
ま
で
の
老
人
医
療
官
受
給
者
間
的

代
わ
り
に
他
山
崎
手
映
が
交
付
さ
れ
ま
す
.

こ
れ
は
医
療
の
受
給
資
佑
を
証
明
し
、

医
療
と
日
常
的
健
康
官
型
に
役
立
た
せ

る
た
め
に
健
康
秒
査
な
と
円
結
川
市
を
記

帥
す
る
も
の
で
す
。
医
療
を
受
け
る
場

合
に
は
、
こ
の
健
康
手
帳
に
保
険
証
を

添
え
て
提
示
す
る
こ
と
に
主
り
ま
す
。

医

療

の

給

付

老
人
保
健
司
医
療
は
他
康
保
険
や

国
民
健
服
保
険
を
取
り
扱
っ
て
い
る
病

院、

鈴
療
所
ま
た
は
医
師
向
処
方
せ
ん

針干

市教町M人昨刷会

今金町亦 [-'j-本fJI司

同端ソギ

'1'旦A主人タラフ
同川スポ-"/クラブ

金!ii; 

佐
藤

愛
子

H
幸
福
の
絵

1
1
1
 

伊
T
人
日

mnジ
ョ
ク
主
し
で
は
生

き
ら
れ
な
い

地位
山野

緒
子
H
4草
稿
と
い
う
名
の
不
幸

三
郎
H
今
日
は
再
び
来
ら
ず

佐
々
木
九
尖
H
山
枠
内
姉
妹

俊
二

H
キ
ャ
ビ
ア
の
お
茶
漬

~'lj i~長
柄村

俊

一
H
水
が
危
い

山
下
H

惣

一
H
U
こ
は
え
の
歌

H

M

減
反
神
社

紘
一

H
人
騒
が
せ
な
死
体
た
ち

次
郎
H
舟

(ポ
イ
ズ
ン
)

~~ ~-l! 
川山

に
よ
り
医
薬
品
を
販
売
.
授
与
す
る
薬

局
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

医
療
の
給
付
は
、
健
康
保
険
町
場
合

と
問
機
で
す
。

費
用
の
一
部
負
担

こ
れ
ま
で
の
老
人
医
療
費
支
給
制
度

で
は
、
や
や
も
す
れ
は
他
成
に
対
す
る

由
党
を
弱
的
、
行
与
過
ぎ
た
受
診
を
招

い
て
い
る
と
い

っ
た
問
題
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
老
人
向
方

々
に
他
服
へ
の
自
覚
を
持
っ
て
い
た
だ

き
、
適
切
な
受
訟
を
お
願
い
す
る
と
い

う
見
地
か
ら
制
度
化
さ
れ
た
も
円
で
す
.

外
来

(通
院
)
町
場
合
は
、
そ
の
月

内
最
初
向
山
首
療
日
に
四
百
円
町
一
郎
負

担
金
を
医
療
機
関
に
支
払
ヲ
こ
と
に
な

り
ま
す
。

総
合
病
院
円
相場
合
は
、

各
診
療
科
を

一
つ
町
医
療
機
関
と
し
て
み
な
し
ま
す

934み
1両

金

今金

末広町

本町

Il({fIIH!T 

金

.n 
附相町

JlI 

町

JlI 

今

今

附

栄

.u.iEfx:成金楠山Jtms

JJ.正佼成会'fI!lJ:.I::部t'i!!'，I:s
誕品市太郎

相1.'月知子 (グリーン)

加硲 (拭

ライ オンズク ラプ

友曹

l:f ~来

大

ワ

:立

砕太郎

剖JlIカラオケ愛生f会

キ

食

合

次
郎
H
裁
き
の
終
っ
た
日

有

一
H
其
史
的
学
校

吉

川

英

治

H
全
集

(二
十
八
巻
)

合

本

明

H
対
は
海
を
見
た
か

冥
王
ま
さ
子

H
古
む
か
、
ぇ

河
U

常
一一

H
我
が
子
米
州
に
の
せ
て

日赤
~I' 111 

。
図
書
寄
贈
あ
り
が
と
う

日
野
消
躍
さ
ん

(本
町
)
五
附

本
川
歯
科
医
院

(東
町
)
五
十
九
冊

太
町
越
ミ
ネ
さ
ん

(市
町
)
二
冊

庫
元
公
夫
き
ん

(栄
町
)

一

冊

か
ら
、
瓜
則
と
し
て
各
診
療
科
こ
と
に

宜
払
つ
こ
と
に
主
り
ま
す
a

入
院
時
の

一
部
負
担
金
は
、

一
日
当

た
り
三
百
円
で
す
.
た
だ
し
同
じ
病

院
ま
た
は
訟
療
所
に
継
続
し
て
こ
か
月

(健

保

船

保

日

耶

共

済

的

被

保

険
者
本
人
的
場
合
は
五
十
日
)
を
超
え

て
入
院
し
た
と
き
は
、
そ
の
後
は
支
払

う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ホ

-e

e

雫

也

事

*

岳
写

ど
ん
な
に
若
々
し
く
慢
康
な
人
も
い

つ
か
は
老
後
を
迎
え
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
病
気
を
し
た
く
な
い
と
い
う
の

は
、
す
べ
て
の
人
的
願
い
で
す
。
し
か

し
、
病
気
と
全
く
無
輔
の
老
後
は
な
か

な
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
新
制
度

の
ス
タ
ー
ト
を
き

っ
か
け
に
、
わ
た
し

た
ち
一
人

一
人
が
、
健
康
な
老
後
を
迎

え
勺
れ
る
よ
う

，
健
康
づ
〈
り
e

に
関

心
を
寄
せ
た
い
も
の
で
す
。

調俳
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調
号
で
銭
円
ω〈

母
と
子
の
料
理
教
室

今
金
保
健
所
で
は
‘
一
月

十
四
日
町
民
セ
ン
タ
に
お

い
て
、
立
市
中
を
過
し
て
健
康

づ
く
り
を
と
、
初
め
て
企
画
、

小
学
生
高
学
年
以
上
町
家
庭

を
対
象
に
呼
び
か
け
‘
他
さ

れ
ま
し
た
。

初
回
と
あ
っ
て
、
多
加
人

民
は
.
二
十
名
脱
皮
と
少
な

め
で
し
た
が
‘
他
市
附
づ
〈
り

を
す
る
の
に
は
食
生
活
が

一
番
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
更
に
計
画
し
、
普
止
に
つ

と
め
た
い
と
石
井
栄
養
士
さ

ん
は
謂
っ
て
お
り
ま
し
た
。

旦
ま
、
子
七
日
十
二
立
、

半
2Fri

--
世
t
l
l
{

ロ
l
ル
パ
ン
を
利
用
し
た
ハ

ン

パ

ガ

ふ

つ

の

パ

ン

料

理
に
な
札
な
い
下
っ
き
、
お

母
さ
ん
述
は
、
牛
乳
を
利
用

し
た
ス

l
プ
、
フ
ル
ー
ツ
サ

ラ
ダ
な
ど
を
刊
り
ま
し
た
.

以
後
に
拭
虫
、
お
い
し
い
お

い
し
い
の
連
発
、
楽
し
い
芥

間
気
の
お
判
四
位
教
主
で
し
た
。
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